
資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工プロセス検査（実施状況）チェックシート 

 



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの配合試験及び試験
練りを行っており、コンクリートの
品質（強度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒
径、塩化物総量、単位水量、アル
カリ骨材反応抑制対策等）が確認
できる。

施工計画・施工方法は適切であ
ることが確認できる。

コンクリート打ち込み中の型枠・
支保工の管理が適切であること
が確認できる。

すでに使用実績のあるコンクリートを使用する場
合は、品質管理データが確認できる他の公共工
事の示方配合表を監督職員に提出し、承諾を得
ていることが確認できる。

工事名： 対象箇所：

躯体工の基礎底面に不陸が無く、平滑に仕上げ
ている。また、構造物の隣接箇所や狭い箇所の
締固めをタンパ・振動ローラ等の小型締固め機械
により締め固めを行っていることが確認できる。

躯体工の掘削・床付等において、
施工基面の支持力が均等となる
よう、かつ、不陸が無いように仕
上げていることが確認できる。

水セメント比（W/C）が、鉄筋コンクリート５５％以
下、無筋コンクリート６０％以下、コンクリート中の
塩化物量（ＣＬ－）が、許容塩化物量0．30ｋｇ/m3
以下となっていることが確認できる。

打設計画書を作成し、打設時の気温・コンクリー
ト温度管理計画、投入高さ、気温に適した打ち込
み・打ち重ね時間、型枠・支保工の取り外し時期
が明記されていることが確認できる。

印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

試験練りを行う場合、配合試験を行い、スラン
プ、空気量、塩化物のイオン量、圧縮強度、配合
（単位水量及び水セメント比）等の所要の仕様を
満足する示方配合表により監督職員の承諾を得
ていることが確認できる。

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レ
ディーミクストコンクリート）により粗骨材の最大寸法、
空気量、スランプ、水セメント比および呼び強度等が指
定されるレディーミクストコンクリートは配合に臨場し、
製造会社の材料試験成績表、配合表を保管しているこ
とが確認できる。

型枠のはらみ、モルタルの漏

れ、移動、傾き、沈下、接続部の

緩みなどに注意する。支保工の

移動、傾き、沈下などに注意す

る。

掘削完了後、基礎地盤の支持力を確認を行って
いることが確認できる。

コンクリートの打ち込み前および打ち込み中に、
型枠及び支保工の不具合の有無を適切に管理し
ていることが確認できる。

準備工 

掘削・床付工 

型枠・支保工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

屋外に貯蔵する場合は、枕木・盤木等を適切に
配置し鉄筋を直接地表に置くことを避け、雨水等
の侵入を防ぐためシート等で適切な覆いをしてい
ることが確認できる。

鉄筋の貯蔵が適切に行われてい
ることが確認できる。

鉄筋の品質が、証明書類で確認
できる。

鉄筋の組立及び加工が、設計図
書の仕様を満足していることが確
認できる。

現場加工においては、鉄筋を常温で加工している
ことが確認できる。（やむを得ず熱して加工する
場合は、現地試験施工を行い、悪影響を及ぼさ
ないことを確認したうえで施工している。）

将来の継ぎたしのために構造物から鉄筋を露出
しておく場合には、損傷、腐食等をうけないように
これを保護していることが確認できる。

鉄筋の重ね継手を行う場合は、設計図書に示す
長さを重ね合わせて、直径 0.8mm以上のなまし
鉄線で数箇所緊結していることが確認できる。

搬入した鉄筋に付いているタグ

に記載されている「溶鋼番号」

は、品質証明書（ﾐﾙｼｰﾄ）に記載

されているそれと一致している。

設計図書に明示した場合を除き、継手の配置が
同一断面に集中していないことが確認できる。

加工工場または現場納入時の鉄筋や鋼材につ
いて、その外観及び品質規格証明書（ﾐﾙｼｰﾄ）等
を照合して確認した資料を事前に監督職員に提
出していることが確認できる。

設計図書に示されていない鋼材（組立用鉄筋な
ど）を配置する場合は、その鋼材についても所定
のかぶりを確保し、かつその鋼材と他の鉄筋との
あきを粗骨材の最大寸法の４／３以上としている
ことが確認できる。

鉄筋工 
（受入・貯蔵） 

鉄筋工 
（加工・組立） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

鉄筋組立て前及び組み立て後コンクリートを打ち
込む前にこれを清掃し、表面に浮き錆、どろ、油、
ペンキ等有害な物質が付着していないか、コンク
リート打設前に鉄筋の位置のずれが無いことが
確認できる。

圧接作業にあたり、作業員の技
量確認を行っていることが確認で
きる。

スペーサーの品質及び個数が、
設計図書の仕様を満足しているこ
とが確認できる。

鉄筋の組立及び加工が、設計図
書の仕様を満足していることが確
認できる。

コンクリート打設までにさび、ど
ろ、油等の有害物が鉄筋に付着
しないよう管理していることが確
認できる。

鉄筋の組立図より事
前に配筋精度を確認
しておく。

スペーサーについてはコンクリート製あるいはモ
ルタル製で本体コンクリートと同等以上の品質を
有するものを使用していることが確認できる。

鉄筋の交点の要所を、直径 0.8mm以上のなまし
鉄線、またはクリップで緊結し、鉄筋が移動しな
いようにしていることが確認できる。

圧接工は、JIS Z 3881（ガス圧接技術検定におけ
る試験方法及び判定基準）に定められた試験の
種類のうち、その作業に該当する試験と同等の
技量を有する技術者本人が行っていることが確
認できる。

スペーサーを、構造物の側面については１m2あ
たり２個以上、構造物の底面については１m2あた
り４個以上を適切に配置しており、かつ、適切に
固定し鉄筋の所定のかぶりを確保していることが
確認できる。

図面に定めた位置に鉄筋を配置し、コンクリート
打設中に動かないよう堅固に組み立てていること
が確認できる。

自動ガス圧接装置を取り扱う者は、JIS G 3112
（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定する棒鋼を酸
素・アセチレン炎により圧接する技量を有する技
術者本人が行っていることが確認できる。

ガス圧接に従事する技術者が、該当する試験の
技量を有することを確認し、資格証明書の写しを
監督職員に提出していることが確認できる。

鉄筋工 
（圧接） 

鉄筋工 

（加工・組立） 

鉄筋工 
（スペーサー） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート受入時に必要な試験
を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認でき
る。

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの受入れ検査は以下の項目
について行われ、規格値を満足していることが確
認できる。

コンクリートの品質を確かめるための検査をJIS
A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）により実施している
か。生産者等に検査のための試験を代行させる
場合はその試験に臨場していることが確認でき
る。

コンクリート 

受入 

※コンクリートの圧縮強度試験については、試験基準・適用に定められた頻度に応じた供試体採取を行っているかを確認する。 
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ハイライト表示



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート受入時に必要な試験
を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認でき
る。

施工条件や気象条件に適した運
搬時間、打設時の投入高さ及び
締固め方法が、定められた条件
を満足していることが確認でき
る。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されると
きは、寒中コンクリートとしての施工を行っている
ことが確認できる。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるとき
は、暑中コンクリートとしての施工を行っており、
打ち込み時のコンクリート温度は３５℃以下であ
ることが確認できる。

コンクリートの打込みを日平均気温が４℃を超え
２５℃以下の範囲に予想されるときに実施してい
ることが確認できる。

日平均気温とは、１時から
24時までの毎正時24回の観
測値の平均をいう。暑中ｺﾝｸ
ﾘｰﾄの適用に関する判断は
請負者へのヒアリングにて
確認を行う。

日平均気温とは、１時から
24時までの毎正時24回の観
測値の平均をいう。暑中ｺﾝｸ
ﾘｰﾄの適用に関する判断は
請負者へのヒアリングにて
確認を行う。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるとき
は、暑中コンクリートとしての施工を行っており、
また、コンクリート材料の温度を、品質が確保で
きる範囲内で使用していることが確認できる。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気
温が２５℃を超える場合で１．５時間以内、２５℃
以下の場合で２時間以内となっていることが確認
できる。

日中平均気温が4度以
下の時は寒中コンクリー
トとして、25度を超えると
きは暑中コンクリートとし
て取り扱う。

コンクリートの打設作業に際しては、あらかじめ打
設計画書を作成し、適切な高さに設定してこれに
基づき打設作業を行っていることが確認できる。

シュート、ポンプ配管、バケット、ホッパー等の吐
出口と打込み面までの高さは1.5ｍ以下となって
いることが確認できる。

コンクリート 

打設 

コンクリート 

受入 
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ハイライト表示
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの打設前に打ち継ぎ
目の処理を適切に行っていること
が確認できる。

床組みと一体に
なった柱、壁の打
継目の施工が適
切であることが確
認できる。

施工条件や気象条件に適した運
搬時間、打設時の投入高さ及び
締固め方法が、定められた条件
を満足していることが確認でき
る。

暑中コンクリートの場
合、特にコールドジョ
イントが生じやすいた
め注意する。

暑中コンクリートの場
合、特にコールドジョ
イントが生じやすいた
め注意する。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃以下
の場合は２．５時間以内となっていることが確認
できる。

スラブと一体となるハンチは、床組みと連続してコ
ンクリートを打設していることが確認できる。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃を越
える場合は２．０時間以内となっていることが確認
できる。

これまでの施工実績
に基づき、1箇所あた
りの振動時間は5～15
秒とする。

コンクリートが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみ
に行き渡るように打設し、バイブレータ間隔５０ｃ
ｍ以下、１箇所あたりの振動時間５～１５秒程度
で速やかにコンクリートを締め固めていることが
確認できる。

硬化したコンクリートに、新コンクリートを打継ぐ
場合は、その打込み前に型枠をしめ直し、硬化し
たコンクリートの表面のレイタンス、緩んだ骨材
粒、品質の悪いコンクリート、雑物などを取り除き
吸水させていることが確認できる。

コンクリートを２層以上に分けて打設する場合、
バイブレーターを下層のコンクリート中に10㎝程
度挿入し、上層と下層が一体となるように入念に
締め固めていることが確認できる。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されると
きは、寒中コンクリートとしての施工を行ってお
り、打込み時のコンクリートの温度を、構造物の
断面最小寸法、気象条件等を考慮して、５～20℃
の範囲に保っていることが確認できる。

コンクリート 

打設 

コンクリート 

打設 

（打継ぎ） 
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Value Inc.02
ハイライト表示



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □コンクリートの圧縮強度を管理し
て、必要な強度に達した後に型枠
及び支保工の取り外しをおこなっ
ていることが確認できる。

コンクリートの養生が、設計図書
の仕様を満足していることが確認
できる。

【寒中コンクリート】
打ち込まれたコンクリートは露出面が外気に長時
間さらされることのないように打設後直ちにシート
等で養生していることが確認できる。

型枠・支保工の取外しの時期及び順序につい
て、設計図書に定められていない場合には、配
合、強度管理、打設条件等を考慮して、取外しの
時期及び順序の計画を施工計画書に記載してい
ることが確認できる。

コンクリートがある程度硬化したら露出面を養生
用マット、ぬらした布等でこれを覆うか、または散
水、湛水を行い、少なくとも下表に示す期間、常
に湿潤状態を保っていることが確認できる。

【暑中コンクリート】
特に気温が高く湿度が低い場合は、直接日光・
風雨を防ぐために必要な処置を行っていることが
確認できる。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

打込後ただちにシート
その他適切な材料で
表面を覆い、特に風を
防ぐことが重要。

その他のセメントを使
用する場合や工事の
期間、施工方法等に
よって養生期間を定
める場合には、構造
物の種類、位置、気
象条件等を考慮し、試
験によって確認した上
で決定する。

散水、シートによる覆
い等による適切な処
置が必要。

コンクリート 

養生 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【コンクリート構造物工事】

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

印品 質 検 査 員 名

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

圧縮強度試験に使用したコンク
リート供試体が、当該現場の供試
体であることが確認できる。

型枠及び支保工の取り外し後の
管理が適切であることが確認でき
る。

コンクリートの圧縮強度を管理し
て、必要な強度に達した後に型枠
及び支保工の取り外しをおこなっ
ていることが確認できる。

型枠及び支保工を取外した直後に構造物へ載荷
する場合は、構造物が有害なひび割れその他の
損傷を受けないようにしていることが確認できる。

載荷する場合は、コン
クリートの圧縮強度を
元に計算等により確
認する

型枠・支保工の取り外し前に、構造物と同じ状態
で養生したコンクリート供試体の圧縮強度を確認
し、取り外しを行っていることが確認できる。

型枠の組立に使用した締付け材の穴及び壁つな
ぎの穴を、本体コンクリートと同等以上の品質を
有するモルタル等で補修していることが確認でき
る。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、
当該現場で採取した供試体と同一品であることが
確認できる。

コンクリート表面から
2.5cmの間にあるボル
ト、棒鋼等の部分は
注意が必要

コンクリートがその自重及び施工中に加わる荷重
を受けるのに必要な強度に達するまで、型枠・支
保を取外していないことが確認できる。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

型枠および支保工の取外しに必要なコンクリートの圧縮強度の参考値 

脱型 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】土工(切土、盛土、堤防等工事）

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

工事名： 対象箇所：

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認で
きる。

印主任検査職員名

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

伐開除根作業が設計図書に定められ
た条件を満足していることが確認でき
る。

施工前

施工時

建設発生土の処理及び運搬計画は適
切であることが確認できる。

施工前

品 質 検 査 員 名 印

建設発生土の処理方法及び運搬路が施工計画書
に適切に明示されていることが確認できる。

伐開除根作業範囲が設計図書に示されていない
場合は、下表に従い施工していることが確認でき
る。

盛土材料に石が混入する場合に、石が一ヶ所に集
まっていないことが確認できる。

施工時
盛土材の管理は適切であることがこと
が確認できる。

準備工 

材料確認 
（盛土材料） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】土工(切土、盛土、堤防等工事）

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □ＣＢＲ試験などの品質管理に必要な試験を行って
おり、規格値を満足していることが確認できる。（試
験は、品質管理基準、特記仕様書、施工計画書等
を参考にする。）

樋管等の構造物がある場合には、過重な偏土圧の
かからないように盛土し、締固めていることが確認
できる。

置換えのための掘削を行うにあたり、掘削面以下
の層を乱さないように施工していることが確認でき
る。

締固め作業にあたり、適切な含水比の状態で施工
していることが確認できる。

築堤・路体・路床盛土工の施工において、一層の
仕上り厚を30㎝以下（路床盛土の場合、20cm以
下）としており、平坦に締固めており、各層で締固
めを行っていることが確認できる。

構造物の隣接箇所や狭い箇所の盛土工につい
て、タンパ・振動ローラ等の小型締固め機械により
締固めていることが確認できる。

置換えのための掘削を行うにあたり、
掘削面以下を乱さないように施工して
いることが確認できる。

１：４より急な勾配を有する地盤上に（路体）盛土を
行う場合には、段切を行い、盛土と現地盤との密
着を図り、滑動を防止していることが確認できる。

盛土工、路体盛土工、路床盛土工の作業終了時ま
たは作業を中断する場合には、表面に３～５％程
度の横断勾配を設けており、平坦に締固め、排水
が良好に行われるようになっていることが確認でき
る。

施工時

雨水による崩壊が起こらないように、排
水対策を実施していることが確認でき
る。

段切りを設計図書に基づき行っている
ことが確認できる。

施工時
ＣＢＲ試験などの品質管理に必要な試
験を行っていることが確認できる。

施工時

施工時

締固めが設計図書に定められた条件
を満足していることが確認できる。

一層あたりのまき出し厚を管理してい
ることが確認できる。

構造物周辺の締固めを設計図書に定
められた条件で行っていることが確認
できる。

施工時

施工時

施工時

施工時

まきだし 

締固め 

盛  土 

地盤処理 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】土工(切土、盛土、堤防等工事）

施工フロー チェックポイント 時期 チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

土羽土の土質について、設計図書の仕様を満足し
ていることが確認できる。

芝付け及び種子吹付を設計図書で定められた条
件で行っていることが確認できる。

法面に有害な亀裂がないのが確認できる。

材料の種類、品質、配
合等について確認。

施工時

芝付け及び種子吹付を設計図書で定
められた条件で行っていることが確認
できる。

施工時

土羽土の土質が設計図書を満足して
いることが確認できる。

施工時

法面に有害な亀裂がないことが確認で
きる。

法面仕上げ 

芝付け及び

種子吹付 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

施工フロー チェックポイント チェック項目

施工基面を平滑に仕上げていることが確認でき
る。

床付けの仕上がり面においては、地山を乱さない
ように、かつ不陸が生じないように施工しているこ
とが確認できる。

基礎工において掘り過ぎがなく施工し
ていることが確認できる

施工基面を平滑に仕上げていることが
確認できる

施工にあたって、床堀箇所の湧水及
び滞水等は排除して施工していること
が確認できる

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

床付け箇所の湧水及び滞水などは、ポンプあるい
は排水溝を設けるなどして排除していることが確
認できる。

基礎工 

丁張り設置 

作業土工 

準備工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

基礎砕石の締固め状況が適切である
ことが確認できる

切込砂利、砕石基礎工、割ぐり石基礎工の施工に
おいては、床掘り完了後（割ぐり石基礎には割ぐり
石に切込砂利、砕石などの間隙充てん材を加え）
締固めながら仕上げていることが確認できる。

プレキャスト基礎の設置において、沈
下等の影響がないことが確認できる

沈下等による法覆工の安定に影響が生じていな
いことが確認できる。

コンクリートの打設が適切であること
が確認できる

コンクリート施工に際して、水中打ち込みを行って
いないことが確認できる。

基礎工 

基礎砕石敷均し 

プレキャスト

基礎据付 

コンクリート 

打設 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
鋼矢板の品質が設計図書の仕様を満足している
ことが確認できる。

埋戻しの材料は設計図書の仕様を満足しているこ
とが確認できる。

水密性を確保しなければならない箇所の埋戻しに
あたり、埋戻し材に含まれる石等が一ケ所に集中
しないように施工していることが確認できる。

埋戻しを行うにあたり埋設構造物がある場合は、
偏土圧が作用しないように埋戻していることが確
認できる。

埋め戻し材料について、設計図書の
仕様を満足していることが確認できる

搬入された鋼矢板は所要の規格を満
足していることが確認できる

埋め戻し方法が適切であることが確認
できる

鋼矢板資材 

受入

作業土工 

（埋戻し） 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

鋼矢板の運搬、保管状況が適切であ
ることが確認できる

矢板の打込みにあたり、導材を設置するなどし
て、ぶれ、よじれ、倒れを防止し、また隣接矢板が
共下りしないように施工していることが確認でき
る。

鋼矢板の運搬、保管にあたっては、矢板の表面、
継手、開先部分などに損傷を与えず、また杭の断
面特性を考えて大きなたわみ、変形を生じないよ
うにしていることが確認できる。

打込み方法および打込み精度が適切
であることが確認できる

ウォータージェットを用いて矢板を施工する場合
は、最後の打ち止めを併用機械で貫入させ、落ち
着かせていることが確認できる。

所要の深度まで打ち込んでいることが確認でき
る。

鋼矢板の根入れが十分であることが
確認できる

鋼矢板 

打込 

受入 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

※

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
降雪雨時、強風時に露天で鋼管杭の溶接作業を
行っていないことが確認できる。

溶接作業環境が適切であることが確
認できる

鋼矢板の溶接作業については、所要な技術を有
する者が行っていることが確認できる。

JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基準）に定められた試験のうち、その作業に該当する試験（または同等以上の検定試験）に合格した
者でかつ現場溶接の施工経験が６ヵ月以上の者に行わさせている。ただし、半自動溶接を行う場合は､ JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法
及び判定基準）に定められた試験の種類のうち、その作業に該当する試験（またはこれと同等以上の検定試験）に合格した者に行わせている。

継ぎ杭の施工方法が適切であること
が確認できる

現場継手については、アーク溶接継手とし、現場
溶接に際しては溶接工の選定及び溶接の管理、
指導、検査を行う溶接施工管理技術者を常駐させ
ていることが確認できる。

溶接工の技量が適切であることが確
認できる

杭継ぎ 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
溶接後は200℃程度まで自然放熱させた後に打込
みを行っていることが確認できる。

母材に不純物が付着していないことが
確認できる

溶接作業環境が適切であることが確
認できる

作業が可能なように、遮へいした場合等には、気
温が５℃以下の時は溶接を行っていないことが確
認できる。

鋼矢板の溶接部の表面のさび、ごみ、泥土等の有
害な付着物をワイヤブラシ等でみがいて清掃し、
乾燥させていることが確認できる。

溶接後、直ぐに打ち込んでいないこと
が確認できる
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートブロックの品質が適切であ
ることが確認できる

石積張工において大きさ及び重さが設計図書の
仕様を満足していることが確認できる。

石積張工において大きさ及び重さが設
計図書の仕様を満足していることが確
認できる

コンクリートブロックの品質が設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

コンクリートブロックは有害なひび割れ等損傷のな
いものを使用していることが確認できる。

指定材料の品質が証明書類で確認で
きる

設計図書において指定された材料について、見本
又は品質を証明する資料を提出していることが確
認できる。

材料受入 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
シートの重ね幅は15㎝以上、端部の取付部は20
㎝以上で設置していることが確認できる。

法面を平滑に仕上げてから遮水シートを敷設して
いることが確認できる。

遮水シートが所定の幅で重ね合わせ
られ、端部処理が設計図書の仕様を
満足していることが確認できる

遮水・止水 

シート張り 

【護岸・根固・水制工事】　PAGE 4／11



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

裏込材及び胴込めコンクリートの締固めを空隙が
生じないよう十分に行っていることが確認できる。

端末部及び曲線部等で間隙が生じる場合は、半
ブロックを用いるものとし、半ブロックの設置が難し
い場合はコンクリート等を用いて施工していること
が確認できる。

裏込材及び胴込めコンクリートの締固
めを空隙が生じないよう十分に行って
いることが確認できる

護岸工の端部や曲線部の処理が適切
であり、必要な強度及び水密性を確保
していることが確認できる

コンクリートブロック工の合端を合わせて固定し、
胴込めコンクリートを充てんした後に締固め、合端
付近に空隙が生じないようにしていることが確認
できる。

プレキャストコンクリート板を使用するコンクリート
ブロック張りにおいて、ブロックの目地詰めには、
空隙を生じないように目地材を充てんし、表面を平
滑に仕上げていることが確認できる。

 

石・コンクリート 

ブロック積張工 

 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

緑化ブロック、石積張、法枠、かごマット等におけ
る材料のかみ合わせ又は連結が、裏込材の吸い
出しがないよう行っていることが確認できる。

緑化ブロック、石積張、法枠、かごマッ
ト等における材料のかみ合わせ又は
連結が、裏込材の吸い出しがないよう
行っていることが確認できる

施工が適切であることが確認できる

厚さが設計図書の仕様を満足していることが確認
できる。

芝付け及び種子吹付を設計図書で定められた条
件で行っていることが確認できる。

覆土に用いる材料の品質が設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

植生工で、植生の種類、品質、配合及
び養生が、設計図書の仕様を満足し
ていることが確認できる

かごマットの中詰用ぐり石には、かごの厚さが
30cmの場合は５cm～15cm、かごの厚さが50cmの
場合は、15cm～20cmのもので、網目より大きな天
然石または割ぐり石を使用していることが確認で
きる。

カゴの組み立ておよび栗石の投入状
況が適切であることが確認できる

材料の種類、品質、配
合等について確認

覆土工 

植生工 

 

かごマット工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

根固めブロックの運搬及び据付けについては、根
固めブロックに損傷を与えないように施工している
ことが確認できる。

根固めブロックの脱型は型枠自重及び製作中に
加える荷重に耐えられる強度に達するまで行って
いないことが確認できる。

根固めブロックの据付けは、各々の根固めブロッ
クを連結する場合、連結ナットが抜けないようにネ
ジ山をつぶしていることが確認できる。

根固めブロックの型枠脱型が適切で
あることが確認できる

コンクリートブロック等を損傷なく施工
していることが確認できる

かごマット等における材料のかみ合わせ又は連結
が、裏込材の吸い出しがないよう行っていることが
確認できる。

材料のかみ合わせ等が適切であるこ
とが確認できる

根固め工 

 

かごマット工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

根固工、水制工、沈床工、捨石工等に
おいて、材料の連結及びかみ合わせ
が設計図書の仕様を満足していること
が確認できる

根固めブロックの乱積施工は、噛み合わせが良
く、不安定な状態が生じていないことが確認でき
る。

捨石基礎の施工にあたっては、大小の石でかみ
合わせ良く、均し面にゆるみがないよう施工してい
ることが確認できる。

打設計画書を作成し、打設時の気温・コンクリート
温度管理計画、投入高さ、気温に適した打ち込
み・打ち重ね時間、型枠・支保工の取り外し時期
が明記されていることが確認できる。

コンクリートの配合試験及び試験練り
を行っており、コンクリートの品質（強
度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒径、塩化物総
量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制
対策等）が確認できる。

すでに使用実績のあるコンクリートを使用する場
合は、品質管理データが確認できる他の公共工事
の示方配合表を監督職員に提出し、承諾を得てい
ることが確認できる。

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レディー
ミクストコンクリート）により粗骨材の最大寸法、空気量、
スランプ、水セメント比および呼び強度等が指定されるレ
ディーミクストコンクリートは配合に臨場し、製造会社の
材料試験成績表、配合表を保管していることが確認でき
る。

 

捨石工 

コンクリート工

準備工 

 

 

 

 

【護岸・根固・水制工事】　PAGE 6／11



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの配合試験及び試験練り
を行っており、コンクリートの品質（強
度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒径、塩化物総
量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制
対策等）が確認できる。

水セメント比（W/C）が、鉄筋コンクリート５５％以
下、無筋コンクリート６０％以下、コンクリート中の
塩化物量（ＣＬ－）が、許容塩化物量0．30ｋｇ/m3
以下となっていることが確認できる。

試験練りを行う場合、配合試験を行い、スランプ、
空気量、塩化物のイオン量、圧縮強度、配合（単
位水量及び水セメント比）等の所要の仕様を満足
する示方配合表により監督職員の承諾を得ている
ことが確認できる。

コンクリートの打ち込み前および打ち込み中に、型
枠及び支保工の不具合の有無を適切に管理して
いることが確認できる。

コンクリートの品質を確かめるための検査をJIS A
5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）により実施しているか。
生産者等に検査のための試験を代行させる場合
はその試験に臨場していることが確認できる。

型枠のはらみ、モルタル
の漏れ、移動、傾き、沈
下、接続部の緩みなどに
注意する。支保工の移
動、傾き、沈下などに注
意する。

コンクリート打ち込み中の型枠・支保
工の管理が適切であることが確認でき
る。

コンクリート受入時に必要な試験を実
施しており、温度、スランプ、空気量等
の測定結果が確認できる。

 

 

 

型枠 

コンクリート工

準備工 

コンクリート 

受入 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの受入れ検査は以下の項目に
ついて行われ、規格値を満足していることが確認
できる。

コンクリート 

受入

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

日平均気温とは、１時から24
時までの毎正時24回の観測
値の平均をいう。暑中ｺﾝｸﾘｰ
ﾄの適用に関する判断は請
負者へのヒアリングにて確認
を行う。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されると
きは、寒中コンクリートとしての施工を行っているこ
とが確認できる。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるとき
は、暑中コンクリートとしての施工を行っており、ま
た、コンクリート材料の温度を、品質が確保できる
範囲内で使用していることが確認できる。

コンクリート受入時に必要な試験を実
施しており、温度、スランプ、空気量等
の測定結果が確認できる。

※コンクリートの圧縮強度試験については、試験基準・適用に定められた頻度に応じた供試体採取を行っているかを確認する。 

受入 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □シュート、ポンプ配管、バケット、ホッパー等の吐出
口と打込み面までの高さは1.5ｍ以下となっている
ことが確認できる。

コンクリートの打設作業に際しては、あらかじめ打
設計画書を作成し、適切な高さに設定してこれに
基づき打設作業を行っていることが確認できる。

均気 と 時から

コンクリートの打込みを日平均気温が４℃を超え２
５℃以下の範囲に予想されるときに実施している
ことが確認できる。

日中平均気温が4度以下
の時は寒中コンクリートと
して、25度を超えるときは
暑中コンクリートとして取
り扱う。

【暑中 クリ ト】

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温
が２５℃を超える場合で１．５時間以内、２５℃以下
の場合で２時間以内となっていることが確認でき
る。

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
コンクリートが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみに
行き渡るように打設し、バイブレータ間隔５０ｃｍ以
下、１箇所あたりの振動時間５～１５秒程度で速や
かにコンクリートを締め固めていることが確認でき
る。

これまでの施工実績
に基づき、1箇所あた
りの振動時間は5～15
秒とする。

日平均気温とは、１時から24
時までの毎正時24回の観測
値の平均をいう。暑中ｺﾝｸﾘｰ
ﾄの適用に関する判断は請
負者へのヒアリングにて確認
を行う。

暑中コンクリートの場
合、特にコールドジョイ
ントが生じやすいため
注意する。

暑中コンクリートの場
合、特にコールドジョイ
ントが生じやすいため
注意する。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるとき
は、暑中コンクリートとしての施工を行っており、打
ち込み時のコンクリート温度は３５℃以下であるこ
とが確認できる。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されると
きは、寒中コンクリートとしての施工を行っており、
打込み時のコンクリートの温度を、構造物の断面
最小寸法、気象条件等を考慮して、５～20℃の範
囲に保っていることが確認できる。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃以下の
場合は２．５時間以内となっていることが確認でき
る。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃を越え
る場合は２．０時間以内となっていることが確認で
きる。

施工条件や気象条件に適した運搬時
間、打設時の投入高さ及び締固め方
法が、定められた条件を満足している
ことが確認できる。コンクリート 

打設 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートがある程度硬化したら露出面を養生用
マット、ぬらした布等でこれを覆うか、または散水、
湛水を行い、少なくとも下表に示す期間、常に湿
潤状態を保っていることが確認できる。

【暑中コンクリート】
特に気温が高く湿度が低い場合は、直接日光・風
雨を防ぐために必要な処置を行っていることが確
認できる。

散水、シートによる覆
い等による適切な処置
が必要。

コンクリートを２層以上に分けて打設する場合、バ
イブレーターを下層のコンクリート中に10㎝程度挿
入し、上層と下層が一体となるように入念に締め
固めていることが確認できる。

その他のセメントを使
用する場合や工事の
期間、施工方法等に
よって養生期間を定め
る場合には、構造物の
種類、位置、気象条件
等を考慮し、試験に
よって確認した上で決
定する。

コンクリートの養生が、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運搬時
間、打設時の投入高さ及び締固め方
法が、定められた条件を満足している
ことが確認できる。

コンクリート 

養生 

コンクリート 

打設 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

【寒中コンクリート】
打ち込まれたコンクリートは露出面が外気に長時
間さらされることのないように打設後直ちにシート
等で養生していることが確認できる。

打込後ただちにシート
その他適切な材料で
表面を覆い、特に風を
防ぐことが重要。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

型枠・支保工の取外しの時期及び順序について、
設計図書に定められていない場合には、配合、強
度管理、打設条件等を考慮して、取外しの時期及
び順序の計画を施工計画書に記載していることが
確認できる。

コンクリートがその自重及び施工中に加わる荷重
を受けるのに必要な強度に達するまで、型枠・支
保を取外していないことが確認できる。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

コンクリートの圧縮強度を管理して、必
要な強度に達した後に型枠及び支保
工の取り外しをおこなっていることが
確認できる。

型枠および支保工の取外しに必要なコンクリートの圧縮強度の参考値 

脱型 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【河川編】 護岸・根固・水制工事

時期施工フロー チェックポイント チェック項目

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考

印

工事名： 対象箇所：

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、
当該現場で採取した供試体と同一品であることが
確認できる。

型枠及び支保工を取外した直後に構造物へ載荷
する場合は、構造物が有害なひび割れその他の
損傷を受けないようにしていることが確認できる。

載荷する場合は、コン
クリートの圧縮強度を
元に計算等により確認
する

型枠・支保工の取り外し前に、構造物と同じ状態
で養生したコンクリート供試体の圧縮強度を確認
し、取り外しを行っていることが確認できる。

型枠の組立に使用した締付け材の穴及び壁つな
ぎの穴を、本体コンクリートと同等以上の品質を有
するモルタル等で補修していることが確認できる。

コンクリート表面から
2.5cmの間にあるボル
ト、棒鋼等の部分は注
意が必要

型枠及び支保工の取り外し後の管理
が適切であることが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート
供試体が、当該現場の供試体である
ことが確認できる。

コンクリートの圧縮強度を管理して、必
要な強度に達した後に型枠及び支保
工の取り外しをおこなっていることが
確認できる。

 

 

 

 

 

 

 

 脱型 
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【道路編】鋼橋上部工

チェックポイント 時期 備　　考

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工計画書と現場条件に相違がないことが
確認できる。

施工前
施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

　工事名： 　対象箇所： 主任検査職員名 印

品 質 検 査 員 名 印

仕上げ面に水切り勾配がついていることが確認で
きる。

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

沓座面はチッピングを行い、浮き骨材やゴミなどを
取り除いていることが確認できる。

下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行
いその結果を監督職員に提出していることが
確認できる。

支承の据付で、コンクリート面のチッピ
ング及び仕上げ面に水切り勾配がつ
いていることが確認できる。

施工時

施工前
架設準備として下部工の検測を行って
いることが確認できる。

施工時

準備工 

沓据付工 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ボルトの締付確認が実施され、記録を
保管していることが確認できる。

架設に用いる仮設備及び架設用機材
について、品質、性能が確保できる規
模及び強度を有していることを確認し
ている。

施工時

施工時

施工時

架設にあたって、部材の応力と変形等
を十分検討していることが確認でき
る。

回転法及び耐力点法による場合は、全般について
マーキングによる外観確認を行っていることが確
認できる。

架設に用いる仮設備及び架設用機材について、工
事目的物の品質、性能が確保できる規模及び強度
を有していることが確認できる。

施工時

ボルトの締付け確認については、トルク法による場
合は、各ボルト群の１０％のボルト本数を標準とし
て、トルクレンチによって締付け確認を行っている
ことが確認できる。また、トルシア形高力ボルトの
場合は、全数につきピンテールの切断の確認と
マーキングによる外観確認を行っていることが確
認できる。

締付け確認をボルト締付け後すみやかに行い、そ
の記録を整備および保管していることが確認でき
る。

施工時

架設にあたっては、架設時の部材の応力と変形等
を十分検討し、上部工に対する悪影響が無いこと
が確認できる。

準備工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沓据付工 

鋼橋架設工 
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【道路編】鋼橋上部工

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

　工事名： 　対象箇所： 主任検査職員名 印

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ボルトの締付けを、連結板の中央のボルトから順
次端部ボルトに向かって行い、２度締めを行ってい
ることが確認できる。

ボルトの締付け機、測量器具などの検定を現地施
工に先立ち現地搬入直前に１回、搬入後はトルク
レンチは１ヶ月毎にその他の機器は３ヶ月毎に点
検を行い精度を確認していることが確認できる。

ボルトの締付機及び測定機器のキャリ
ブレーションを実施していることが確認
できる。

高力ボルトの締め付けを、中心から外
側に向かって行っていることが確認で
きる。

施工時

施工時

高力ボルトの品質が証明書類で確認
できる。

施工時

予備締め後には締め忘れや共まわりを容易に確
認できるようにボルトナット及び座金にマーキング
を行なっていることが確認できる。

高力ボルトについて、品質を証明する書類がある
ことが確認できる。

施工時

 

 

 

 

 

 

 

鋼橋架設工 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □塗料の塗り重ねにあたって、先に塗布した塗料が
乾燥（硬化）状態になっていることを確認したうえで
行っていることが確認できる｡

被塗装面の素地調整状態を確認したうえで下塗り
を施工していることが確認できる。

天災その他の理由によりやむを得ず下塗りが遅
れ、そのためさびが生じたときは再び素地調整を
行い、塗装していることが確認できる。

施工時

施工時
現場塗装部のケレン及び膜厚管理を
適切に行っていることが確認できる。

伸縮装置の据付け方法が適切である
ことが確認できる。

施工時

施工時

施工時

伸縮装置の据付けについては、施工時の気温を考
慮し、設計時の標準温度で、橋と支承の相対位置
が標準位置となるよう温度補正を行って据付け位
置を決定していることが確認できる。

伸縮装置工の漏水防止の方法について、設計図
書により行っていることが確認できる。

伸縮装置・検

査路・排水装

置等取付工 

現場塗装工 
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【道路編】鋼橋上部工

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

　工事名： 　対象箇所： 主任検査職員名 印

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

完成時

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

現場塗装終了後、塗膜厚検査を行い、塗膜厚測定
記録を作成及び保管していることが確認できる。

塗布作業時の気温・湿度の制限が共通仕様書表２
－９に示す場合は、塗装を行っていないことが確認
できる。

現場塗装において、温度、湿度、風速
等の確認を行っていることが確認でき
る。

施工時

現場塗装部のケレン及び膜厚管理を
適切に行っていることが確認できる。

現場塗装工 
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【道路編】鋼橋上部工

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

　工事名： 　対象箇所： 主任検査職員名 印

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

　①　ポンプ施工を理由にコンクリートの品質を下げていない。
　②　吐出しにおけるコンクリートの品質が安定するまで打設を行っていない。
　③　配管打設する場合は、鉄筋に直接パイプ等の荷重がかからないように足場等の対策を行っている。

コンクリート打込み作業にあたり、コンクリートポン
プを使用する場合は下記により行っていることが確
認できる。

橋軸直角方向は、一直線状になるよう打込んでい
ることが確認できる。

橋軸方向に平行な打継目は作っていないことが確
認できる。

床版打設にコンクリートポンプを使用
する場合の施工は適切であることが
確認できる。

コンクリートの打継目の設定は適切で
あることが確認できる。

施工時

施工時

施工時

床版工 
/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート工チェックシートにおける『コンクリート
打設』のプロセス確認の結果に問題ないことが確
認できる。

橋梁上部工の支間の支保工をゆるめた後で、施工
を行っていることが確認できる。

桁のキャンバー管理は適切であること
が確認できる。

床版の出来形管理は適切であること
が確認できる。

鉄筋組み立て、型枠支保工、コンク
リートの打設方法は適切であることが
確認できる。

伸縮継手部の施工は適切であること
が確認できる。

橋梁用高欄工の施工は適切であるこ
とが確認できる。

床版コンクリート打設前及び完了後、キャンバーを
測定し、その記録を整備および保管していることが
確認できる。

鋼製伸縮継手フェースプレート下部に空隙が生じ
ないように箱抜きをして、無収縮モルタルにより充
填していることが確認できる。

コンクリート打込みにあたっては、型枠支保工の設
置状態を常に監視しており、所定の床版厚さ及び
鉄筋配置の確保に努めていることが確認できる。

施工時

打設完了
時

施工時

施工時

施工時

橋梁付属物

工 

床版工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工基面を平滑に仕上げていること
が確認できる

発生土の処理状況が適切であること
が確認できる

設計図書により、建設発生土を指定された建設
発生土受入れ地に運搬し、流出、崩壊が生じない
ように排水、法面処理を行っていることが確認で
きる。

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

掘削にあたって、基礎面をゆるめないように施工
し、浮石などは除去していることが確認できる。

基礎面を著しい凹凸のないように整形しているこ
とが確認できる。

岩盤掘削等において、基礎岩盤をゆるめるような
大規模な発破を行ってはいないことが確認でき
る。

余掘り箇所の対処が適切であること
が確認できる

基礎面の湧水の処理が適切であるこ
とが確認できる

監督職員の承諾を得ないで掘削した箇所はコンク
リートで埋め戻していることが確認できる。

基礎面における湧水の処理について、コンクリー
トの施工前までに設計図書に関して監督職員と協
議していることが確認できる。

旧コンクリートの材令が所要日数に達した後に新
コンクリートを打ち継いでいることが確認できる。
あるいは、施工前に設計図書に関して監督職員
の承諾を得ていることが確認できる。

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目

0.75m以上1.0m未満リフトの場合：3日（中2日）
1.0m以上1.5m未満リフトの場合：4日（中3日）
1.5m以上2.0m以下リフトの場合：5日（中4日）

コンクリートの打ち継ぎが適切である
ことが確認できる

施工計画・施工方法は適切である
ことが確認できる。

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

作業土工 

準備工 

堰堤工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート打込み用バケットを、その下端が打込
み面上１m以下に達するまで降ろし、打込み箇所
のできるだけ近くにコンクリートを排出していること
が確認できる。

１リフトを数層に分けて打込むときには、締固めた
後の１層の厚さが、40～50cmになるように打込ん
でいることが確認できる。

コンクリート打設方法が適切であるこ
とが確認できる

コンクリートを打込み箇所に運搬後、ただちに振
動機で締固めていることが確認できる。

打継面の処理および敷モルタルの強
度が適切であることが確認できる

コンクリート打設面の基礎岩盤面の状
況が適切であることが確認できる

水平打継目の処理については、圧力水等により、
レイタンス、雑物を取り除くと共に清掃をしている
ことが確認できる。

コンクリートを打込む基礎岩盤及び水平打継目の
コンクリートについては、あらかじめ吸水させ、湿
潤状態にしたうえで、モルタルを塗り込むように敷
均していることが確認できる。

コンクリートの打込み、養生方法が適
切であることが確認できる

モルタルの配合は本体コンクリートの品質を損な
わないもので、また、敷き込むモルタルの厚さは
平均厚で、岩盤では2cm程度、水平打継目では
1.5cm程度になっていることが確認できる。

次の事項に該当する場合はコンクリートの打込み
と養生方法及び期間について、施工前に設計図
書に関して監督職員の承諾を得ていることが確認
できる。

(1)コンクリート打設現場の日平均気温が4℃以下になるおそれのある場合。
(2)打込むコンクリートの温度が25℃以上になるおそれのある場合。
(3)降雨・降雪の場合。
(4)強風その他、コンクリート打込みが不適当な状況になった場合。

コンクリート打込み前にあらかじめ基礎岩盤面の
浮石、堆積物、油及び岩片等を除去したうえで、
圧力水等により清掃し、溜水、砂等を除去してい
る。

堰堤工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート打設方法が適切であるこ
とが確認できる

植石張りの施工状況が適切であるこ
とが確認できる

養生状況が適切であることが確認で
きる

止水板、吸出し防止材の設置状況が
適切であることが確認できる

地山との取り合わせを適切に行って
いることが確認できる

植石張りの目地モルタルについては、植石張り付
け後ただちに施工し、目地は押目地仕上げとして
いることが確認できる。

コンクリートの養生を散水等により行っていること
が確認できる。コンクリートの養生方法について
は、外気温、配合、構造物の大きさを考慮して適
切に行っていることが確認できる。

止水板の接合において合成樹脂製の止水板を使
用する場合は、突合わせ接合としていることが確
認できる。また、接合完了後には接合部の止水性
について監督職員の確認を受けていることが確
認できる。

地山との取り合わせを適切に行っていることが確
認できる。

吸出し防止材の施工については、吸出し防止材
を施工面に平滑に設置していることが確認でき
る。

植石は、その長手を流水方向に平行においてい
ることが確認できる。

１リフトの高さは0.75m以上2.0m以下とし､同一区
画内は連続して打込んでいることが確認できる。

側壁工 

堰堤工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

枠材のつり込み状況が適切であるこ
とが確認できる

枠内中詰め材の投入方法が適切であ
ることが確認できる

現場塗装部のケレン及び膜厚管理を
適切に行っていることが確認できる

塗装時期が適切であることが確認で
きる

ボルトの締付確認が実施され、記録
を保管していることが確認できる

鋼製枠の吊り込みにあたっては、塗装面に損傷を
与えないようにしていることが確認できる。

枠内中詰材投入の際には、鋼製枠に直接詰石、
建設機械等が衝突しないようにしていることが確
認できる。

ボルトの締付機及び測定機器のキャリブレーショ
ンを実施していることが確認できる。

ボルトの締付確認が実施され、記録を保管してい
ることが確認できる。

塗料の塗り重ねにあたって、先に塗布した塗料が
乾燥（硬化）状態になっていることを確認したうえ
で行っていることが確認できる｡

鋼製堰堤の現場塗装は、鋼製堰堤の据付け終了
後に行なっていることが確認できる。これ以外の
場合は、設計図書によっていることが確認できる。

被塗装面の素地調整状態を確認したうえで下塗
りを施工していることが確認できる。

天災その他の理由によりやむを得ず下塗りが遅
れ、そのためさびが生じたときは再び素地調整を
行い、塗装していることが確認できる。

現場塗装終了後、塗膜厚検査を行い、塗膜厚測
定記録を作成及び保管していることが確認でき
る。

ボルトの締付機及び測定機器のキャ
リブレーションを実施していることが確
認できる

堰堤工 

（鋼製） 

現場塗装工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

現場塗装において、温度、湿度、風速
等の確認を行っていることが確認でき
る

塗布作業時の気温・湿度の制限が共通仕様書表
２－９に示す場合は、塗装を行っていないことが
確認できる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場塗装工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

アンカーの施工が設計図書の仕様を
満足していることが確認できる

アンカーの施工が設計図書の仕様を
満足していることが確認できる

アンカーの緊張定着については、グラウトが所定
の強度に達した後緊張力を与え、多サイクル確認
試験、1サイクル確認試験、定着時緊張力確認試
験等により変位特性を確認し、所定の有効緊張
力が得られるよう緊張力を与えていることが確認
できる。

材料を保管する場合は、保管場所を水平で平ら
な所を選び、地表面と接しないように角材等を敷
き、降雨にあたらないようにシート等で覆い、湿
気、水に対する配慮を行っていることが確認でき
る。

アンカーの削孔に際して、設計図書に示された位
置、削孔径、長さ及び方向で施工し、周囲の地盤
を乱さないよう施工していることが確認できる。

削孔について直線性を保つよう施工し、削孔後の
孔内は清水によりスライムを除去し、洗浄してい
ることが確認できる。

法面工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート打ち込み中の型枠・支保
工の管理が適切であることが確認で
きる

コンクリートの配合試験及び試験練り
を行っており、コンクリートの品質（強
度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒径、塩化物総
量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制
対策等）が確認できる

型枠のはらみ、モルタル
の漏れ、移動、傾き、沈
下、接続部の緩みなどに
注意する。支保工の移
動、傾き、沈下などに注
意する。

打設計画書を作成し、打設時の気温・コンクリート
温度管理計画、投入高さ、気温に適した打ち込
み・打ち重ね時間、型枠・支保工の取り外し時期
が明記されていることが確認できる。

試験練りを行う場合、配合試験を行い、スランプ、
空気量、塩化物のイオン量、圧縮強度、配合（単
位水量及び水セメント比）等の所要の仕様を満足
する示方配合表により監督職員の承諾を得てい
ることが確認できる。

すでに使用実績のあるコンクリートを使用する場
合は、品質管理データが確認できる他の公共工
事の示方配合表を監督職員に提出し、承諾を得
ていることが確認できる。

コンクリートの打ち込み前および打ち込み中に、
型枠及び支保工の不具合の有無を適切に管理し
ていることが確認できる。

水セメント比（W/C）が、鉄筋コンクリート５５％以
下、無筋コンクリート６０％以下、コンクリート中の
塩化物量（ＣＬ－）が、許容塩化物量0．30ｋｇ/m3
以下となっていることが確認できる。

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308
（レディーミクストコンクリート）により粗骨材の最
大寸法、空気量、スランプ、水セメント比および呼
び強度等が指定されるレディーミクストコンクリー
トは配合に臨場し、製造会社の材料試験成績表、
配合表を保管していることが確認できる。

鉄筋の品質が証明書類で確認できる
加工工場または現場納入時の鉄筋や鋼材につい
て、その外観及び品質規格証明書（ﾐﾙｼｰﾄ）等を
照合して確認した資料を事前に監督職員に提出
していることが確認できる。

搬入した鉄筋に付いてい
るタグに記載されている
「溶鋼番号」は、品質証
明書（ﾐﾙｼｰﾄ）に記載さ
れているそれと一致して
いる。

鉄筋の貯蔵が適切に行われているこ
とが確認できる

屋外に貯蔵する場合は、枕木・盤木等を適切に配
置し鉄筋を直接地表に置くことを避け、雨水等の
侵入を防ぐためシート等で適切な覆いをしている
ことが確認できる。

コンクリート

工 

 

準備工 

鉄筋工 
（受入・貯蔵） 

型枠・支保工 

【砂防堰堤工】　PAGE 7／15



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

設計図書に示されていない鋼材（組立用鉄筋な
ど）を配置する場合は、その鋼材についても所定
のかぶりを確保し、かつその鋼材と他の鉄筋との
あきを粗骨材の最大寸法の４／３以上としている
ことが確認できる。

現場加工においては鉄筋を常温で加工しているこ
とが確認できる。（やむを得ず熱して加工する場
合は、現地試験施工を行い、悪影響を及ぼさない
ことを確認している。）

コンクリート打設までにさび、どろ、油
等の有害物が鉄筋に付着しないよう
管理していることが確認できる

将来の継ぎたしのために構造物から鉄筋を露出
しておく場合には、損傷、腐食等をうけないように
これを保護していることが確認できる。

図面に定めた位置に鉄筋を配置し、コンクリート
打設中に動かないよう堅固に組み立てていること
が確認できる。

鉄筋の交点の要所を、直径 0.8mm以上のなまし
鉄線、またはクリップで緊結し、鉄筋が移動しない
ようにしていることが確認できる。

鉄筋の組立図より事
前に配筋精度を確認
しておく。

鉄筋の重ね継手を行う場合は、設計図書に示す
長さを重ね合わせて、直径 0.8mm以上のなまし鉄
線で数箇所緊結していることが確認できる。

設計図書に明示した場合を除き、継手の配置が
同一断面に集中していないことが確認できる。

鉄筋組立て前及び組み立て後コンクリートを打ち
込む前にこれを清掃し、表面に浮き錆、どろ、油、
ペンキ等有害な物質が付着していないか、コンク
リート打設前に鉄筋の位置のずれが無いことが
確認できる。

鉄筋の組立及び加工が、設計図書の
仕様を満足していることが確認できる

鉄筋工 
（加工・組立） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの受入れ検査は以下の項目に
ついて行われ、規格値を満足していることが確認
できる。

コンクリートの品質を確かめるための検査をJIS A
5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）により実施しているか。
生産者等に検査のための試験を代行させる場合
はその試験に臨場していることが確認できる。

スペーサーを、構造物の側面については１m2あ
たり２個以上、構造物の底面については１m2あた
り４個以上を適切に配置しており、かつ、適切に
固定し鉄筋の所定のかぶりを確保していることが
確認できる。

スペーサーについてはコンクリート製あるいはモ
ルタル製で本体コンクリートと同等以上の品質を
有するものを使用していることが確認できる。（施
工計画書と一致している。）

コンクリート受入時に必要な試験を実
施しており、温度、スランプ、空気量等
の測定結果が確認できる

スペーサーの品質及び個数が、設計
図書の仕様を満足していることが確認
できる

コンクリート 

受入 

 

 

 

 

 

 

※コンクリートの圧縮強度試験については、試験基準・適用に定められた頻度に応じた供試体採取を行っているかを確認する。 

鉄筋工 
（スペーサー） 

【砂防堰堤工】　PAGE 9／15



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工条件や気象条件に適した運搬時
間、打設時の投入高さ及び締固め方
法が、定められた条件を満足している
ことが確認できる

コンクリートの打込みを日平均気温が４℃を超え２５℃
以下の範囲に予想されるときに実施していることが確認
できる。

日平均気温が4度以下
の時は寒中コンクリート
として、25度を超えるとき
は暑中コンクリートとして
取り扱う。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるときは、暑
中コンクリートとしての施工を行っており、また、コンク
リート材料の温度を、品質が確保できる範囲内で使用し
ていることが確認できる。

日平均気温とは、１時か
ら24時までの毎正時24
回の観測値の平均をい
う。暑中ｺﾝｸﾘｰﾄの適用
に関する判断は請負者
へのヒアリングにて確認

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃を越える場
合は２．０時間以内となっていることが確認できる。

コンクリートの打設作業に際しては、あらかじめ打設計
画書を作成し、適切な高さに設定してこれに基づき打設
作業を行っていることが確認できる。

シュート、ポンプ配管、バケット、ホッパー等の吐出口と
打込み面までの高さは1.5ｍ以下となっていることが確
認できる。

日平均気温とは、１時か
ら24時までの毎正時24
回の観測値の平均をい
う。暑中ｺﾝｸﾘｰﾄの適用
に関する判断は請負者
へのヒアリングにて確認

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温が２
５℃を超える場合で１．５時間以内、２５℃以下の場合で
２時間以内となっていることが確認できる。

暑中コンクリートの場合、
特にコールドジョイントが
生じやすいため注意す
る。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されるときは、
寒中コンクリートとしての施工を行っていることが確認で
きる。

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されるときは、
寒中コンクリートとしての施工を行っており、打込み時の
コンクリートの温度を、構造物の断面最小寸法、気象条
件等を考慮して、５～20℃の範囲に保っていることが確
認できる。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるときは、暑
中コンクリートとしての施工を行っており、打ち込み時の
コンクリート温度は３５℃以下であることが確認できる。

コンクリート受入時に必要な試験を実
施しており、温度、スランプ、空気量等
の測定結果が確認できる

コンクリート 

打設 

コンクリート 

受入 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートがある程度硬化したら露出面を養生
用マット、ぬらした布等でこれを覆うか、または散
水、湛水を行い、少なくとも下表に示す期間、常に
湿潤状態を保っていることが確認できる。

その他のセメントを使
用する場合や工事の
期間、施工方法等に
よって養生期間を定め
る場合には、構造物
の種類、位置、気象条
件等を考慮し、試験に
よって確認した上で決
定する。

コンクリートが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみに
行き渡るように打設し、バイブレータ間隔５０ｃｍ
以下、１箇所あたりの振動時間５～１５秒程度で
速やかにコンクリートを締め固めていることが確
認できる。

コンクリートを２層以上に分けて打設する場合、バ
イブレーターを下層のコンクリート中に10㎝程度
挿入し、上層と下層が一体となるように入念に締
め固めていることが確認できる。

硬化したコンクリートに、新コンクリートを打継ぐ場
合は、その打込み前に型枠をしめ直し、硬化した
コンクリートの表面のレイタンス、緩んだ骨材粒、
品質の悪いコンクリート、雑物などを取り除き吸水
させていることが確認できる。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃以下
の場合は２．５時間以内となっていることが確認で
きる。

暑中コンクリートの場
合、特にコールドジョ
イントが生じやすいた
め注意する。

これまでの施工実績
に基づき、1箇所あた
りの振動時間は5～15
秒とする。

コンクリートの養生が、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

【暑中コンクリート】
特に気温が高く湿度が低い場合は、直接日光・風
雨を防ぐために必要な処置を行っていることが確
認できる。

散水、シートによる覆
い等による適切な処
置が必要。

【寒中コンクリート】
打ち込まれたコンクリートは露出面が外気に長時
間さらされることのないように打設後直ちにシート
等で養生していることが確認できる。

打込後ただちにシート
その他適切な材料で
表面を覆い、特に風を
防ぐことが重要。

コンクリートの打設前に打ち継ぎ目の
処理を適切に行っていることが確認で
きる。

コンクリートの養生が、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運搬時
間、打設時の投入高さ及び締固め方
法が、定められた条件を満足している
ことが確認できるコンクリート 

打設 

コンクリート 

打設 

コンクリート 

打設 

（養生） 

コンクリート 

養生 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】砂防堰堤工

時期

工事名： 対象箇所：

施工フロー チェックポイント チェック項目 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

脱型時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートがその自重及び施工中に加わる荷重
を受けるのに必要な強度に達するまで、型枠・支
保を取外していないことが確認できる。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

型枠・支保工の取外しの時期及び順序について、
設計図書に定められていない場合には、配合、強
度管理、打設条件等を考慮して、取外しの時期及
び順序の計画を施工計画書に記載していること
が確認できる。

コンクリート強度の判定
は、型枠内に打ち込んだ
コンクリートと同じ状態で
養生した供試体の圧縮
強度による

圧縮強度試験に使用したコンクリート
供試体が、当該現場の供試体である
ことが確認できる。

型枠の組立に使用した締付け材の穴及び壁つな
ぎの穴を、本体コンクリートと同等以上の品質を
有するモルタル等で補修していることが確認でき
る。

コンクリート表面から
2.5cmの間にあるボル
ト、棒鋼等の部分は注
意が必要

型枠・支保工の取り外し前に、構造物と同じ状態
で養生したコンクリート供試体の圧縮強度を確認
し、取り外しを行っていることが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、
当該現場で採取した供試体と同一品であることが
確認できる。

コンクリートの圧縮強度を管理して、
必要な強度に達した後に型枠及び支
保工の取り外しをおこなっていること
が確認できる

型枠および支保工の取外しに必要なコンクリートの圧縮強度の参考値 

脱型 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】斜面対策工（地すべり対策工事）

時期

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ボーリング等の施工が適切であること
が確認できる

注入されたグラウトが設計図書に示された強度に
達した後、設計図書に示された残存引張り力が得
られるよう初期緊張力を与えていることが確認でき
る。

せん孔中、多量の湧水があった場合、又は予定深
度まで掘進した後においても排水の目的を達しな
い場合には、速やかに監督職員に報告し、設計図
書に関して指示を受けていることが確認できる。

集水井の掘削が予定深度まで掘削しない前に湧
水があった場合、または予定深度まで掘削した後
においても湧水がない場合には、速やかに監督職
員に報告し、設計図書に関して指示を受けているこ
とが確認できる。

工事名： 対象箇所：

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認で
きる。

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考施工フロー チェックポイント チェック項目

せん孔中、断層、亀裂により湧水等に変化を認め
た場合、速やかに監督職員に報告し、設計図書に
関して指示を受けていることが確認できる。

材料を保管する場合は、保管場所を水平で平らな
所を選び、地表面と接しないように角材等を敷き、
降雨にあたらないようにシート等で覆い、湿気、水
に対する配慮を行っていることが確認できる。

アンカーの施工が設計図書の仕様を
満足していることが確認できる

施工計画・施工方法は適切である
ことが確認できる。

削孔が終了した場合は、原則として孔内を清水に
より十分洗浄し、スライム等を除去していることが
確認できる。

削孔にあたり、アンカー定着部の位置が設計図書
に示された位置に達したことを、削孔延長、削孔土
砂等により確認するとともに、確認結果を監督職員
に提出していることが確認できる。

法面工 

 

抑止アンカー

工 

 

 

 

 

 

準備工 

地下水 

排除工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】斜面対策工（地すべり対策工事）

時期

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考施工フロー チェックポイント チェック項目

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

集排水ボーリング工の施工が適切であ
ることが確認できる

集排水ボーリング工の方向及び角度
が適正となるように施工上の配慮をし
ていることが確認できる

施工計画書に記載していることが確認
できる

既製杭の施工が適切であることが確認
できる

既製杭工の杭頭処理に際して、杭本体を損傷させ
ないように行っていることが確認できる。

保孔管は削孔全長に挿入し、設計図書に指定する
ものを除き硬質塩化ビニール管としていることが確
認できる。

集水井工の施工が適切であることが確
認できる

集水井の設置位置及び深度について、現地の状
況により設計図書に定めた設置位置及び深度に支
障のある場合は、設計図書に関して監督職員と協
議していることが確認できる。

鋼管杭およびH鋼杭の現場継手については、設計
図書の仕様を満足していることが確認できる。

中堀杭工法で既製杭工を施工する場合には、掘削
および沈設中は土質性状の変化や杭の沈設状況
などを観察し、杭先端部および杭周辺地盤を乱さ
ないように沈設していることが確認できる。また、先
端処理については、試験杭等の打ち止め条件に基
づいて最終打ち止め管理を適正に行っていること
が確認できる。

方向及び角度が適正となるように施工上の配慮を
していることが確認できる。

保孔管のストレーナー加工は設計図書どおりであ
ることが確認できる。

あらかじめ杭の打ち止め管理方法（ペン書き法によ
る貫入量、リバウンドの測定あるいは杭頭計測法
による動的貫入抵抗の測定など）等を定めて施工
計画書に記載し、施工にあたり施工記録を整備お
よび保管し、監督職員の請求があった場合は遅滞
なく提示するとともに、検査時までに監督職員へ提
出していることが確認できる。

杭の施工順序について施工計画書に記載している
ことが確認できる。

 

 

 

 

 

 

 

地下水 

排除工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抑止杭工 

【斜面対策工（地すべり対策工事）】　PAGE 14／15



施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【砂防編】斜面対策工（地すべり対策工事）

時期

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント 備　　　考施工フロー チェックポイント チェック項目

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリート打設にあたっては、打込み量および打
込み高を常に計測していることが確認できる。

土留め材と地山との間に生じた空隙部には、全長
にわたって裏込注入を行っていることが確認でき
る。なお、裏込注入材料が設計図書に示されてい
ない場合には監督職員の承諾を得ていることが確
認できる。

深礎工の施工が適切であることが確認
できる

ライナープレートの組立てにあたり、偏
心と歪みに配慮して施工していること
が確認できる

ライナープレートと地山との隙間が少
なくなるように施工していることが確認
できる

孔底が設計図書に示す支持地盤に達したことを、
掘削深度、掘削土砂、地質柱状図などにより確認
し、その資料を整備および保管し、監督職員の請
求があった場合は遅滞なく提示するとともに、検査
時までに監督職員へ提出していることが確認でき
る。

ライナープレートの組立にあたっては偏心と歪みを
できるだけ小さくしていることが確認できる。

鉄筋かごの組立てにあたり、コンクリート打込みの
際に鉄筋が動かないように堅固なものとしているこ
とが確認できる。また、山留め材を取り外す場合は
あらかじめ主鉄筋の間隔、かぶりに十分な配慮が
なされていることが確認できる。

深礎掘削を行うにあたり、常に鉛直を保持し支持地
盤まで連続して掘削するとともに、余掘りは最小限
にしていることが確認できる。また、常に孔内の排
水を行っていることが確認できる。

深礎工において鉄筋を組み立てる場合は、曲がり
やよじれが生じないように土留材に固定しているこ
とが確認できる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抑止杭工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（種子吹付工－客土吹付工－植生基材吹付工）

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考チェックポイント

種子散布吹付工及び客土吹付工の施工にあ
たっては、種子散布に着手する前に、法面の土
壌硬度試験及び土壌試験（ＰＨ）を行っていること
が確認できる。

土壌試験の結果を施工に反映してい
ることが確認できる。

施工時

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

チェック項目

施工基面を平滑に仕上げていること
が確認できる。

盛土面に施工する場合は、盛土表面を締固め、
平滑に仕上げていることが確認できる。掘削面に
施工する場合は、切りすぎないよう平滑に仕上
げ、切りすぎた場合は、粘性土を使用し良く締め
固めていることが確認できる。

施工前

施工前

施工時

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

植生基材吹付の施工にあたり、吹付け面の浮石
その他堆積物、付着の害となるものが除去され
ていることが確認できる。

緩んだ転石、岩塊等は基面の安定のために除去
していることが確認できる。

工事実施の配合決定にあたっては、発芽率を考
慮の上で決定し、監督職員の承諾を得たものと
なっていることが確認できる。

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないよう締固めを十分行ってい
ることが確認できる。

盛土部法面整形の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないように締固めを行っていることが確認
できる。

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を
実施していることが確認できる。

施工時

雨水による崩壊が起こらないように、
排水対策を実施していることが確認で
きる。

施工時

施工時

施工に際して、品質に害となる施工面
の浮き石やゴミ等を除去してから施
工していることが確認できる。 施工時

使用する材料の種類、品質、配合等
が設計図書の仕様を満足しているこ
とが確認できる。

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

施工前 使用する材料の種類、品質及び配合について設
計図書に示された材料、配合となっていることが
確認できる。

準備工 

基面処理工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（種子吹付工－客土吹付工－植生基材吹付工）

時期

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考チェックポイント

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

チェック項目

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

植生シート、植生マットの施工については、シー
ト、マットの境界に隙間が生じていないことが確認
できる。

吹付け厚さが均等になるように施工していること
が確認できる。

施工時期が定められた条件を満足し
ていることが確認できる。

吹付け厚さが均等であることが確認
できる。

施工時期が設計図書に示された施工時期となっ
ているｌことが確認できる。（施工時期が示されて
いない場合には、乾燥期を避けて施工されている
か。やむを得ず乾燥期に施工する場合は、施工
後も継続した散水養生を行っている。）

施工時

設計図書に示す仕上がり面からの間隔を確保
し、かつ吹付け等により移動しないように、法面に
固定していることが確認できる。また、金網の継
手のかさね巾は、10cm以上重ねていることが確
認できる。

ネットなどの境界に隙間が生じていな
いことが確認できる。

施工時

所定の位置にしっかりと固定されてい
ることが確認できる。

施工時

施工時吹付けの施工完了後は、発芽または
枯死予防のため保護養生を行ってい
ることが確認できる。

吹付けの施工完了後は、発芽または枯死予防の
ため保護養生を行っていることが確認できる。

ネットなどが破損を生じていないこと
が確認できる。

施工時 植生シート、植生マットの施工については、シー
ト、マットが自重により破損しないように、ネットが
取り付けられていることが確認できる。

ラス張り工 

植生基材吹

付 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（コンクリート吹付工－モルタル吹付工）

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を
実施していることが確認できる。

吹付面が吸水性の場合は、事前に吸水させてい
ることが確認できる。

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

吹付工の施工にあたり、吹付け面が岩盤の場合
には、ごみ、泥土、浮石等の付着に害となるもの
が除去されていることが確認できる。また、吹付
け面が土砂の場合は、吹付け圧により土砂が散
乱しないように、打ち固めていることが確認でき
る。

緩んだ転石、岩塊等は基面の安定のために除去
していることが確認できる。

盛土部法面整形の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないように締固めを行っていることが確認
できる。

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないよう締固めを十分行ってい
ることが確認できる。

施工時

チェック項目

施工基面を平滑に仕上げていること
が確認できる。

盛土面に施工する場合は、盛土表面を締固め、
平滑に仕上げていることが確認できる。掘削面に
施工する場合は、切りすぎないよう平滑に仕上
げ、切りすぎた場合は、粘性土を使用し良く締め
固めていることが確認できる。

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

施工時

使用する材料の種類、品質、配合等
が設計図書の仕様を満足しているこ
とが確認できる。

施工前
コンクリート及びモルタルの配合が、設計図書に
示された配合となっていることが確認できる。

備　　　考チェックポイント

吸水性の吹付面において、事前に吸
水させてから施工していることが確認
できる。

施工前

施工時

施工時

施工時

施工時

施工に際して、品質に害となる施工面
の浮き石やゴミ等を除去してから施
工していることが確認できる。

雨水による崩壊が起こらないように、
排水対策を実施していることが確認で
きる。

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

準備工 

基面処理工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（コンクリート吹付工－モルタル吹付工）

時期 チェック項目 備　　　考チェックポイント

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ /

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
当該現場で採取した供試体と圧縮強度試験時の
供試体とが同一品であることが確認できる。

吹付けに際しては、他の構造物を汚さないよう施
工されていることが確認できる。また、跳ね返り材
料は、すみやかに取り除いて不良箇所が生じな
いように施工されていることが確認できる。

金網に破損が生じていないことが確
認できる。

施工時

金網に破損が生じていないことが確認できる。

施工時 吹付けにあたっては、法面に直角に吹き付け、法
面の上部より順次下部へ吹付け、跳ね返り材料
の上に吹付けないように施工されていることが確
認できる。不良箇所が生じないよう跳ね返り材

料の処理を行っていることが確認でき
る。

法肩の吹付けにあたっては、雨水などが浸透しな
いように地山に巻き込んで施工していることが確
認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート
の供試体が、当該現場の供試体であ
ることが確認できる。

施工時

施工時

法肩の吹付けにあたり、地山に巻き
込んで施工していることが確認でき
る。

施工時

施工時

設計図書に示す仕上がり面からの間隔を確保
し、かつ吹付け等により移動しないように、法面に
固定していることが確認できる。また、金網の継
手の重ね巾は、10cm以上重ねていることが確認
できる。

施工時

吹付けを２層以上に分けて行う場合には、層間に
剥離が生じないよう施工していることが確認でき
る。

吹付け厚さが均等であることが確認
できる。

吹付け厚さに応じて２層以上に分割し
て施工していることが確認できる。

吹付け厚さが均等になるように施工していること
が確認できる。

施工時

金網の重ね幅が、１０ｃｍ以上確保さ
れていることが確認できる。

ラス張り工 

吹付 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（現場打法枠工（プレキャスト法枠工含む）

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考チェックポイント チェック項目

盛土面に施工する場合は、盛土表面を締固め、
平滑に仕上げていることが確認できる。掘削面に
施工する場合は、切りすぎないよう平滑に仕上
げ、切りすぎた場合は、粘性土を使用し良く締め
固めていることが確認できる。

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

使用する材料の種類、品質、配合等
が設計図書の仕様を満足しているこ
とが確認できる。

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

法枠工の基面処理の施工にあたり、緩んだ転
石、岩塊等が基面の安定のために除去されてい
ることが確認できる。

緩んだ転石、岩塊等は基面の安定のために除去
していることが確認できる。

施工に際して、品質に害となる施工面
の浮き石やゴミ等を除去してから施
工していることが確認できる。 施工時

施工時 法枠工を施工するにあたり、法面を平坦に仕上
げた後に部材を法面に定着し、すべらないように
積み上げていることが確認できる。

施工基面を平滑に仕上げていること
が確認できる。

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

施工時

施工前

施工前
コンクリート及びモルタルの配合が、設計図書に
示された配合となっていることが確認できる。

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないよう締固めを十分行ってい
ることが確認できる。

吹付面が吸水性の場合は、事前に吸水させてい
ることが確認できる。

吸水性の吹付面において、事前に吸
水させてから施工していることが確認
できる。

盛土部法面整形の施工にあたり、法面の崩壊が
起こらないように締固めを行っていることが確認
できる。

施工時

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を
実施していることが確認できる。

施工時

施工時

施工時

雨水による崩壊が起こらないように、
排水対策を実施していることが確認で
きる。

準備工 

基面処理工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】法面工－（現場打法枠工（プレキャスト法枠工含む）

時期

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考チェックポイント チェック項目

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー

印主任検査職員名

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ /

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

現場養生が、設計図書に仕様を満足
するように実施されていることが確認
できる。

枠内に空隙が無いことが確認できる。

施工時 枠内に玉石などを詰める（コンクリート板等をは
る）場合は、クラッシャラン（モルタル）等で充填し
ていることが確認できる。

アンカーを設計図書どおりの長さで施
工していることが確認できる。

吹付けを２層以上に分けて行う場合には、層間に
剥離が生じないよう施工していることが確認でき
る。

吹付け厚さが均等であることが確認
できる。

層間に剥離がないことが確認できる。

吹付け厚さが均等になるように施工していること
が確認できる。

施工時

アンカーの削孔に際して、設計図書に示された位
置、削孔径、長さおよび方向となっており、周辺
の地盤を乱さないように施工していることが確認
できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート
の供試体が、当該現場の供試体であ
ることが確認できる。

施工時

不良箇所が生じないよう跳ね返り材
料の処理を行っていることが確認でき
る。

施工時

施工時

施工時

当該現場で採取した供試体と圧縮強度試験時の
供試体とが同一品であることが確認できる。

吹付けに際しては、他の構造物を汚さないよう施
工されていることが確認できる。また、跳ね返り材
料は、すみやかに取り除いて不良箇所が生じな
いように施工されていることが確認できる。

施工時 吹付けにあたっては、法面に直角に吹き付けるも
のとし、跳ね返り材料の上に吹付けないように施
工されていることが確認できる。

施工時
現場養生が、設計図書の仕様を満足するように
実施されていることが確認できる。

アンカー工 

コンクリート打

設（吹付） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－既製杭工－（既製コンクリート杭・鋼管杭・Ｈ鋼杭）

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

杭芯の位置は設計図書どおりであり、逃げ杭等
が設置されていることが確認できる。

施工前

施工前

杭の形状寸法等は規定を満足してい
ることが確認できる。

施工前

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

杭の形状寸法は設計図書を満足していることが
確認できる。

施工フロー チェックポイント

打込み位置が設計図書を満足してい
ることが確認できる。

搬入された杭は所要の規格を満足し
ていることが確認できる。

施工前
杭に損傷及び補修痕が無いことが確
認できる。

チェック項目

搬入された杭について、品質証明書等で規格を
満足していることが確認できる。

杭の運搬、保管にあたっては、杭の表面、フラン
ジ縁端部、継手、開先部分などに損傷を与えず、
また、杭の断面特性を考えて大きなたわみ、変形
を生じないようにしていることが確認できる。

備　　　考

施工前

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所：

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

準備工 

杭受け入れ 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－既製杭工－（既製コンクリート杭・鋼管杭・Ｈ鋼杭）

時期施工フロー チェックポイント チェック項目 備　　　考

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □施工時

施工時

支持地盤まで達していることが、掘削
深さ、掘削土砂等により確認できる。

水平度、鉛直度等が設計図書を満足
していることが確認できる。

既製杭の打止め管理の方法が整備さ
れており、その記録を整理しているこ
とが確認できる。

試験杭施工を実施していることが確
認できる。

打込み杭の場合

中堀杭工法の場合

掘削及び沈設中は土質性状の変化や杭の沈設
状況などを観察し、杭先端部及び杭周辺地盤を
乱さないように、沈設しているとともに、先端処理
については。試験杭等を打ち止め条件に基づい
て、最終打ち止め管理を適正に行っていることが
確認できる。

あらかじめ杭の打止め管理方法（ペン書き法によ
る貫入量、リバウンドの測定あるいは杭頭計測法
による動的貫入抵抗の測定など）等を定め施工
計画書に記入し、施工にあたり施工記録を整備
保管していることが確認できる。

設計図書に示す工事目的物の基礎杭の一部とし
て使用できるように最初の一本を試験杭として施
工していることが確認できる。

施工時

杭先端が設計図書に示された支持層に達したこ
とが確認ができる。

常に鉛直を保持し、所定の深度まで確実に掘削
していることが確認できる。

施工時

２方向からトランシット
もしくは下げ振り等で
確認する。

施工時

鋼管杭 

打込工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－既製杭工－（既製コンクリート杭・鋼管杭・Ｈ鋼杭）

時期施工フロー チェックポイント チェック項目 備　　　考

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

※

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

溶接部の表面のさび、ごみ、泥土等の有害な付
着物をワイヤブラシ等でみがいて清掃し、乾燥さ
せていることが確認できる。

鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基準）に定められた試験のうち、その作
業に該当する試験（または同等以上の検定試験）に合格した者でかつ現場溶接の施工経験が６ヵ月以上の者に行わさせてい
る。ただし、半自動溶接を行う場合は､ JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）に定められた試験
の種類のうち、その作業に該当する試験（またはこれと同等以上の検定試験）に合格した者に行わせている。

溶接完了後、溶接箇所について、欠陥の有無に
ついて確認を行い、ある場合は適切な補修を
行っていることが確認ができる。

施工時

施工時

施工時

現場継手については、アーク溶接継手とし、現場
溶接に際しては溶接工の選定及び溶接の管理、
指導、検査を行う溶接施工管理技術者を常駐さ
せていることが確認できる。

上杭の建込みにあたっては、上下軸が一致する
ように行い、下表の許容値を満足するように施工
していることが確認できる。

施工時

溶接に従事する溶接工の資格証明書が確認でき
る。

施工時

溶接の品質管理に関して、設計図書
の仕様を満足していることが確認でき
る。

杭継ぎ 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－既製杭工－（既製コンクリート杭・鋼管杭・Ｈ鋼杭）

時期施工フロー チェックポイント チェック項目 備　　　考

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

セメントミルクの配合は設計図書を満足している
ことが確認できる。

セメントミルクの品質管理を実施しており、規格を
満足していることが確認できる。

施工時

施工時

杭頭処理において、杭本体を損傷し
ていないのが確認できる。

杭頭処理に際して、杭の本体を損傷させないよう
施工していることが確認できる。

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
噴
出

攪
拌
方
式

セメントミルクの配合は設計
図書を満足していることが確
認できる。

強度確認、セメントミルクの比
重管理などの品質に係わる
事項の管理資料を整理してい
ることが確認できる。

杭頭処理 

杭先端処理 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－場所打ち杭工

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

コンクリートについて、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

施工前
コンクリートについて、設計図書の仕様を満足し
ていることが確認できる。

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

工事名： 対象箇所：

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

試験杭施工を実施していることが確
認できる。

設計図書に示す工事目的物の基礎杭の一部とし
て使用できるように最初の一本を試験杭として施
工していることが確認できる。

施工前

削孔する位置について設計図書を満
足していることが確認できる。

施工前
杭芯位置は設計図書どおりであり、逃げ杭が設
置されていることが確認できる。

施工時

施工フロー チェックポイント チェック項目

杭長決定の管理方法等を定め施工計画書に記場所打杭の施工管理の方法が整備さ

準備工 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時
常に鉛直を保持し、所定の深度まで確実に掘削
していることが確認できる。

施工時 場所打杭工の施工にあたり、設計図書に示した
支持地盤に達したことを、掘削深さ、掘削土砂、
地質柱状図及びサンプルなどにより確認できる。

２方向からトランシット
もしくは下げ振り等で
確認する。

掘削深度、排出土砂、孔内水位の変
動及び安定液を用いる場合の安定液
濃度並びに比重等が、設計図書を満
足していることが確認できる。
（リバース工法、アースドリル工法、ダ
ウンザホールハンマー工法、大口径
ボーリングマシン工法が対象）

掘削中には孔壁の崩壊を生じないように、孔内水
位を外水位より低下させていないことが確認でき
る。

（参考）
孔内水位を事前に確
認し、安定液水位を常
に2m以上にする。

安定液濃度及び比重の状況について管理してい
ることが確認できる。

（参考）
マッドバランス、ファン
ネル粘土計、濾過試
験器、ｐHメーターによ
る計測管理

施工時

施工時

支持地盤に達していることが、掘削深
さ、掘削土砂等により確認できる。

杭長決定の管理方法等を定め施工計画書に記
載し、施工にあたり施工記録を整備及び保管して
いることが確認できる。

場所打杭の施工管理の方法が整備さ
れており、その記録を整理しているこ
とが確認できる。

水平度及び鉛直度等が設計図書を満
足していることが確認できる。

施工時

準備工 

掘削工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－場所打ち杭工

時期

印主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント施工フロー チェックポイント チェック項目

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

スライムの除去を確実に行っているこ
とが確認できる。

施工時

場所打杭工のコンクリート打込みにあたっては、ト
レミー管を用いたプランジャー方式によるものと
し、打込み量及び打込み高を常に計測しているこ

配筋、スペーサの配置及びコンクリー
トの打設等が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

鉄筋かごの継手は原則重ね継ぎ手とし、また、重
ね継手を溶接する場合、母材の断面欠損が生じ
ていないことが確認できる。

図面に定めた位置に鉄筋を配置し、コンクリート
打設中に動かないよう十分堅固に組み立ている
ことが確認できる。

鉄筋かごには、設計図書に示されたかぶりが確
保できるように、スペーサーを同一深さ位置に4箇
所以上、深さ方向５ｍ間隔以下で取付けているこ
とが確認できる。

コンクリート打込みに先立ち孔底沈殿物（スライ
ム）を除去していることが確認できる。

施工時

施工時

施工時

配筋、スペーサの配置及びコンクリー
トの打設等が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

スライム 

処理工 

鉄筋籠 

組み立て 

鉄筋籠 

組み立て 

建て込み 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの受け入れ時に、必要な
試験を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認できる。

施工時
コンクリートの受け入れ検査は、適切に行われ規
格値を満足していることが確認できる。

し、打込み量及び打込み高を常に計測しているこ
とが確認できる。

杭頭処理において、杭本体を損傷し
ていないことが確認できる。

施工時

トレミー管下端とコンクリート立上り高の関係をト
レミー管の位置、コンクリート打込み数量より検討
し、トレミー管をコンクリート内に打込み開始時を
除き、２ｍ以上いれていることが確認できる。

杭頭処理に際して、杭の本体を損傷させないよう
に施工しているのが確認できる。

連続してコンクリートを打込み、レイタンス部分を
除いて品質不良のコンクリート部分を見込んで設
計図書に示す打上り面より孔内水を使用しない
場合で50㎝以上、孔内水を使用する場合で80cm
以上高く打込んでいることが確認できる。

オールケーシング工法の施工におけるケーシン
グチューブの引抜きにあたり、鉄筋かごの共上り
を起こさないようにしており、引抜き最終時を除
き、ケーシングチューブ下端をコンクリート打設面
より２ｍ以上コンクリート内に挿入していることが
確認できる。

場所打杭について、トレミー管をコン
クリート内に２ｍ以上挿入していること
が確認できる。

施工時

配筋、スペーサの配置及びコンクリー
トの打設等が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

施工時

施工時

杭頭処理 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 
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施工プロセス検査(実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－深礎工

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印

コンクリートについて、設計図書の仕様を満足して
いることが確認できる。

工事名：

孔内の排水を行っていることが確認で
きる。

施工時

常に孔内の排水を行っていることが確認できる。

対象箇所：

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考施工フロー チェックポイント チェック項目

コンクリートについて、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

施工前
施工計画と施工方法は適切であること
が確認できる。

施工前

削孔する位置について設計図書を満
足していることが確認できる。

施工前
杭芯位置は設計図書どおりであり、逃げ杭が設置
されていることが確認できる。

準備工 

掘削工 

準備工 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ライナープレートの組み立てにあたり、
偏心と歪みに配慮して施工しているこ
とが確認できる。

施工時 ライナープレートの組み立てにあたっては、偏心と
歪みを出来るだけ小さくするように施工しているこ
とが確認できる。

場所打杭工の施工にあたり、設計図書に示した支
持地盤に達したことを、掘削深さ、掘削土砂、地質
柱状図及びサンプルなどにより確認できる。

施工時

施工時

鉄筋かごの継手は重ね継ぎ手となっていることが
確認できる。

鉄筋かごの組立てにあたり、コンクリート打込みの
際に鉄筋が動かないように堅固なものとなってい
ることが確認できる。

支持地盤に達していることが、掘削深
さ、掘削土砂等により確認できる。

施工時

施工時

配筋、スペーサの配置及びコンクリー
トの打設等が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

鉄筋を組立てる場合には、曲がりやよじれが生じ
ないように、土留材に固定していることが確認でき
る。

準備工 

掘削工 

鉄筋組み立て 

準備工 
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施工プロセス検査(実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】基礎工－深礎工

時期 上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印工事名： 対象箇所： 主任検査職員名

品 質 検 査 員 名 印

備　　　考施工フロー チェックポイント チェック項目

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打込み量及び打込み高を常に計測していることが
確認できる。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス、緩んだ
骨材粒、品質の悪いコンクリート、雑物などを取り
除き吸水させていることが確認できる。

施工時

コンクリートの受け入れ検査は、適切に行われ規
格値を満足していることが確認できる。

コンクリートの受け入れ時に、必要な
試験を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認できる。

施工時

裏込注入材の配合は設計図書を満足
していることが確認できる。

コンクリート打設前に打ち継ぎ目の処
理を適切に行っていることが確認でき
る。

施工時

配筋、スペーサの配置及びコンクリー
トの打設等が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

施工時
裏込注入材の配合は設計図書を満足していること
が確認できる。

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □土留め材と地山との間に生じた空隙部には、全長
にわたって裏込注入を行っていることが確認でき
る。

グラウトの注入方法については、施工計画書に記
載し、施工にあたっては施工記録を整備保管して
いることが確認できる。

施工時

裏込材注入圧力は、低圧（０．１Ｎ／ｍｍ２程度）と
なっていることが確認できる。

施工時

裏込材注入の圧力が施工記録により
確認できる。

施工時

裏込注入工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】地盤改良工

時期

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

主任検査職員名

備　　　考

品 質 検 査 員 名 印

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

改良機本体および改良材供給機の性能はキャリ
ブレーションを行っていることが確認できる。

締固め改良工（サンド
コンパクション）、固結
工の場合

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

削孔する位置が設計図書を満足して
いることが確認できる。

杭芯の位置は設計図書どおりであり、逃げ杭等
が設置されていることが確認できる。

印

事前に土質試験を実施し、改良材の
選定、必要添加量の設定を行ってい
ることが確認できる。

施工前 撹拌及び注入する材料について配合試験と一軸
圧縮試験を実施するものとし、目標強度が確認
できる。

施工フロー チェックポイント チェック項目

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

施工前

施工前

施工前

施工前

施工前
使用機械は、施工計画書どおりであり、適切なも
のを使用していることが確認できる。

使用機械は適切であることが確認で
きる。

撹拌翼の径は目的とする杭径のとおりであり、ま
た、貫入鉛直精度に支障を来すような変形や折
れ曲がり等が無いことが確認できる。

準備工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【共通編】地盤改良工

時期

主任検査職員名

備　　　考

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所：

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

印

施工フロー チェックポイント チェック項目

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

改良材のバッチ管理記録が整理さ
れ、設計図書の仕様を満足している
ことが確認できる。

改良材のバッチ管理記録が整理され、設計図書
の仕様を満足していることが確認できる。

セメントミルクは比重、スラリー噴出
量を、強度等の管理資料を整理して
いることが確認できる。

使用材料が適切であることが確認で
きる。

使用材料が適切であることが確認できる。

セメントミルクは比重、スラリー噴出量を、強度等
の管理資料を整理していることが確認できる。

施工時

施工時

施工時

施工箇所が均一に改良されていると
ともに、十分な強度及び支持力を確
保していることが確認できる。

薬
液
注
入
工

技術的知識と経験を有する現
場責任者を選任していること
が確認できる。

施工時

着手前に、工法及び材料につ
いて確認ができる。

施工時

施工時

着手前に、下記の確認ができる。
（１）工法関係
　①注入圧
　②注入速度
　③注入順序
　④ステップ長
（２）材料関係
　①材料（購入、流通経路等を含む）
　②ゲルタイム③配合

施工箇所が均一に改良されているとともに、十分
な強度及び支持力を確保していることが確認でき
る。

事前に経歴書により確認できる。

改良体 

造成工 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前
下部工の橋座高及び支承間距離の検測を行いそ
の結果を監督職員に提出していることが確認でき
る。

架設準備として下部工の検測を行っ
ていることが確認できる。

現場製作のコンクリート打設計画書
を作成していることが確認できる。

施工前

打設計画書を作成し、打設時の気温・コンクリート温度
管理計画、投入高さ、気温に適した打ち込み・打ち重ね
時間、型枠・支保工の取り外し時期が明記されているこ
とが確認できる。

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レディーミクス

上部工の荷重に対しクレーン架設又は支保工を設
置する地盤の地耐力を確認していることが確認で
きる。

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工前

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認で
きる。

施工計画・施工方法は適切であるこ
とが確認できる。

施工前

支保工設置や架設設備等の支持地
盤の地耐力が確認できる。

準備工 

 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの配合試験及び試験練
りを行っており、コンクリートの品質
（強度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒径、塩化
物総量、単位水量、アルカリ骨材反
応抑制対策等）が確認できる。

打設前

打設前

打設前

受け入
れ時

打設前

ＪＩＳマ ク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レディ ミクス
トコンクリート）により粗骨材の最大寸法、空気量、スランプ、水
セメント比および呼び強度等が指定されるレディーミクストコンク
リートは配合に臨場し、製造会社の材料試験成績表、配合表を
保管していることが確認できる。

試験練りを行う場合、配合試験を行い、スランプ、空気
量、塩化物のイオン量、圧縮強度、配合（単位水量及び
水セメント比）等の所要の仕様を満足する示方配合表に
より監督職員の承諾を得ていることが確認できる。

プレキャストセグメントの規格・寸法は設計図書の
とおりであり、ひび割れ等が生じていないことが確
認できる。

すでに使用実績のあるコンクリートを使用する場合は、
品質管理データが確認できる他の公共工事の示方配合
表を監督職員に提出し、承諾を得ていることが確認でき
る。

水セメント比（W/C）が、鉄筋コンクリート５５％以下、無
筋コンクリート６０％以下、コンクリート中の塩化物量（Ｃ
Ｌ－）が、許容塩化物量0．30ｋｇ/m3以下となっているこ
とが確認できる。

規格・寸法および製品の状態が良好
であることが確認できる。

準備工 

 

準備工 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ材

料） 

プレキャスト

セグメント 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

沓座モルタルの材料、施工が適切で
あることが確認できる。

沓座面の処理が適切であることが確
認できる。

施工前

鉄筋の引張強度及び曲げ強度の試

施工前

施工前
沓座モルタルは無収縮モルタルを使用し、確実に
充填されるように注意して施工していることが確認
できる。

モルタル打設前に沓座面を湿潤状態にして施工し
ていることが確認できる。

沓座面はチッピングを行い、浮き骨材やゴミなどを
取り除いていることが確認できる。

鉄筋の品質が、証明書類で確認で
きる。

加工工場または現場納入時の鉄筋や鋼材に
ついて、その外観及び品質規格証明書（ﾐﾙｼｰ
ﾄ）等を照合して確認した資料を事前に監督職
員に提出していることが確認できる。

鉄筋その他鋼材の引張強度及び曲げ強度が

支承工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

鉄筋の組立及び加工が、設計図
書の仕様を満足していることが
確認できる。

現場加工においては、鉄筋を常温で加工して
いることが確認できる。（やむを得ず熱して加
工する場合は、現地試験施工を行い、悪影響
を及ぼさないことを確認したうえで施工してい
る。）

設計図書に明示した場合を除き、継手の配置が同
一断面に集中していないことが確認できる。

鉄筋の引張強度及び曲げ強度の試
験値が、設計図書の仕様を満足して
いることが確認できる。

鉄筋の重ね継手を行う場合は、設計図書に示す長
さを重ね合わせて、直径 0.8mm以上のなまし鉄線
で数箇所緊結していることが確認できる。

鉄筋の貯蔵が適切に行われている
ことが確認できる。

屋外に貯蔵する場合は、枕木・盤木等を適切
に配置し鉄筋を直接地表に置くことを避け、雨
水等の侵入を防ぐためシート等で適切な覆い
をしていることが確認できる。

鉄筋その他鋼材の引張強度及び曲げ強度が
鋼材検査証明書（ﾐﾙｼｰﾄ）･品質証明書等で確
認できる。

 

 

 

 

 

 

 

桁製作工 

(鉄筋工) 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施 時

鉄筋の組立及び加工が、設計図
書の仕様を満足していることが
確認できる。

自動ガス圧接装置を取り扱う者は JIS G 3112

鉄筋の交点の要所を、直径 0.8mm以上のな
まし鉄線、またはクリップで緊結し、鉄筋が移
動しないようにしていることが確認できる。

図面に定めた位置に鉄筋を配置し、コンクリート打
設中に動かないよう堅固に組み立てていることが
確認できる。

圧接工は、JIS Z 3881（ガス圧接技術検定におけ
る試験方法及び判定基準）に定められた試験の種
類のうち、その作業に該当する試験と同等の技量
を有する技術者本人が行っていることが確認でき
る。

圧接作業にあたり、作業員の技
量確認を行っていることが確認
できる。

ガス圧接に従事する技術者が、該当する試験
の技量を有することを確認し、資格証明書の
写しを監督職員に提出していることが確認で
きる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桁製作工 

(鉄筋工) 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

自動ガス圧接装置を取り扱う者は、JIS G 3112
（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定する棒鋼を酸素・
アセチレン炎により圧接する技量を有する技術者
本人が行っていることが確認できる。

スペーサーを、構造物の側面については１m2あた
り２個以上、構造物の底面については１m2あたり４
個以上を適切に配置しており、かつ、適切に固定し
鉄筋の所定のかぶりを確保していることが確認で
きる。

コンクリート打設までにさび、ど
ろ、油等の有害物が鉄筋に付着
しないよう管理していることが確
認できる。

鉄筋組立て前及び組み立て後コンクリートを打ち
込む前にこれを清掃し、表面に浮き錆、どろ、油、
ペンキ等有害な物質が付着していないか、コンク
リート打設前に鉄筋の位置のずれが無いことが確
認できる。

スペーサーについてはコンクリート製あるいはモル
タル製で本体コンクリートと同等以上の品質を有す
るものを使用していることが確認できる。

スペーサーの品質及び個数が、
設計図書の仕様を満足している
ことが確認できる。
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

移動型枠の施工については、型枠の移動が円滑
に行われるための装置を設置していることが確認
できる。

シースの継手部をセメントペーストの漏れない構造
で、コンクリート打設時も圧倒に耐える強度を有し
ており、また、継手箇所が少なくなるようにしている
ことが確認できる。

鋼桁のプレフレクション管理を 荷重計の示度及び

施工時

施工時

施工前

桁の荷重を直接受けている部分の型枠の取りは
ずしにあたっては、プレストレス導入後に行ってい
ることが確認できる。

シース・型枠の施工が適切に行
われていることが確認できる。

PC鋼材の設置、保護が適切に
行われていることが確認できる。

施工時
ＰＣ鋼材またはシースがコンクリート打設時の振
動、締固めによって、その位置及び方向が移動し
ないように組立てているか。

桁製作工 

（ｼｰｽ・型枠） 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

項　　　目

荷重計の示度

鋼桁のたわみ量 －１～±３mmレベル及びスケール

プレビーム桁のプレフレクショ
ン管理が、設計図書の仕様を
満足していることが確認でき
る。

鋼桁のプレフレクション管理を、荷重計の示度及び
鋼桁のたわみ量によって行っていることが確認で
きる。

施工時

測　定　点

ｔ

測定方法 規 格 値単位

支 間 中 央

マノメーターの読み ±５％

ｍｍ

桁製作工 

（ﾌﾟﾚﾋﾞｰﾑ桁） 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

コンクリートの品質を確かめるための検査をJIS A
5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）により実施しているか。
生産者等に検査のための試験を代行させる場合
はその試験に臨場していることが確認できる。

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの受入れ検査は以下の項目に
ついて行われ、規格値を満足していることが確認
できる。

コンクリート受入時に必要な試験

桁製作工

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるときは、暑
中コンクリートとしての施工を行っており、また、コンク
リート材料の温度を、品質が確保できる範囲内で使用し
ていることが確認できる。

ンクリ ト受入時に必要な試験
を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認でき
る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コンクリートの圧縮強度試験については、試験基準・適用に定められた頻度に応じた供試体採取を行っているかを確認する。 

桁製作工   

(コンクリート) 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

打設前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されるときは、
寒中コンクリートとしての施工を行っていることが確認で
きる。

コンクリートの打設作業に際しては、あらかじめ打
設計画書を作成し、適切な高さに設定してこれに
基づき打設作業を行っていることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運

コンクリートの打込みを日平均気温が４℃を超え２
５℃以下の範囲に予想されるときに実施しているこ
とが確認できる。

シュ ト ポンプ配管 バケット ホッパ 等の吐出

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温
が２５℃を超える場合で１．５時間以内、２５℃以下
の場合で２時間以内となっていることが確認でき
る。

コンクリート受入時に必要な試験
を実施しており、温度、スランプ、
空気量等の測定結果が確認でき
る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桁製作工

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設前

【寒中コンクリート】
日平均気温が４℃以下になることが予想されるときは、
寒中コンクリートとしての施工を行っており、打込み時の
コンクリートの温度を、構造物の断面最小寸法、気象条
件等を考慮して、５～20℃の範囲に保っていることが確
認できる。

気
搬時間、打設時の投入高さ及び
締固め方法が、定められた条件
を満足していることが確認でき
る。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるときは、暑
中コンクリートとしての施工を行っており、打ち込み時の
コンクリート温度は３５℃以下であることが確認できる。

シュート、ポンプ配管、バケット、ホッパー等の吐出
口と打込み面までの高さは1.5ｍ以下となっている
ことが確認できる。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃を越え
る場合は２．０時間以内となっていることが確認で
きる。

打設前

 

桁製作工     

(コンクリート) 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

定着具の支圧面は、緊張材と垂直になるように取
り付けていることが確認できる。

許容打ち重ね時間間隔が、外気温が２５℃以下の
場合は２．５時間以内となっていることが確認でき
る。

コンクリートが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみに行き渡
るように打設し、バイブレータ間隔５０ｃｍ以下、１箇所あ
たりの振動時間５～１５秒程度で速やかにコンクリートを
締め固めていることが確認できる。

ねじ部分は緊張完了までの期間 さびたり 損傷を

PC鋼材の設置、保護が適切に
行われていることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運
搬時間、打設時の投入高さ及び
締固め方法が、定められた条件
を満足していることが確認でき
る。

施工時

コンクリートを２層以上に分けて打設する場合、バイブ
レーターを下層のコンクリート中に10㎝程度挿入し、上
層と下層が一体となるように入念に締め固めていること
が確認できる。

桁製作工 

(コンクリート) 

 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ねじ部分は緊張完了までの期間、さびたり、損傷を
受けたりしないように保護していることが確認でき
る。

プレストレッシング時の定着部付近のコンクリート
が、定着により生じる支圧応力度に耐える強度以
上であることが確認できる。

施工時

プレストレッシング時のコンク
リート強度が設計図書の仕様を
満足していることが確認できる。

施工時

施工時

プレストレッシング時のコンクリートの圧縮強度が、
プレストレッシング直後にコンクリートに生じる最大
圧縮応力度の 1.7倍以上であることが試験成績表
及び写真で確認できる。

桁製作工 

（緊張管理） 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

使用する装置及び機器のキャリ
ブレーションを事前に実施してい
ることが確認できる。

ＰＣ鋼材の緊張及びグラウト注入

施工時
標準ゲージを用いて、緊張作業に使用するポンプ
の圧力計のキャリブレーションが行われていること
が、管理資料、写真で確認できる。

施工時

プレストレッシングに先立ち　①　引張装置のキャ
リブレーションを、ポンプ納入時、緊張管理上で異
常が認められた時に実施していることが確認でき
る。

緊張ポンプのキャリブレーションは、結果記録表と
写真で、実施していることが確認できる。

施工時
プレストレッシングに先立ち、引張試験のキャリブ
レーションの試験に基づき、緊張管理計画を提出
していることが確認できる。

施工時桁製作工 

（緊張管理） 

 

 

 

 

 

 
/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

ＰＣ鋼材の緊張及びグラウト注入
管理値が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

施工時

プレストレッシングに先立ち、②　ＰＣ鋼材のプレス
トレッシングの管理に用いる摩擦係数及びＰＣ鋼材
の見かけのヤング係数を求める試験等調整及び
試験を行っていることが確認できる。

緊張管理計画書に従ってプレストレスを導入する
ように管理していることが確認できる。
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

施工時

ＰＣ鋼材の緊張及びグラウト注入
管理値が、設計図書の仕様を満
足していることが確認できる。

緊張装置の使用については、ＰＣ鋼材の定着部及
びコンクリートに有害な影響を与えるものを使用し
ていないことが確認できる。

施工時

施工時

緊張管理計画で示された荷重計の示度とＰＣ鋼材
の抜出し量の測定値との関係が、許容範囲を越え
る場合には、原因を調査し適切な措置を講じてい
ることが確認できる。

グラウトの施工は、ダクト内の残留水等がグラウト
の品質に影響を及ぼさないことを確認し、グラウト
注入時の圧力が強すぎないように管理しているこ
とが確認できる。

プレストレッシングの施工については、各桁ともで
きるだけ同一強度の時期に行っていることが確認
できる。

 

 

 

 

 

 

桁製作工 

（緊張管理） 
/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

施工時

足していることが確認できる。

施工時

連続ケーブルの曲げ上げ頂部付近など、ダクト内
に空隙が生じないように空気孔を設けていることが
確認できる。

寒中におけるグラウトの施工については、グラウト
温度は注入後少なくとも５日間、５℃以上に保ち、
凍結することのないように行っていることが確認で
きる。

暑中におけるグラウトの施工については、グラウト
の温度上昇、過早な硬化などがないようにしてお
り、注入時のグラウトの温度は35℃を越えていな
いことが確認できる。

施工時
ＰＣグラウトの品質が適切であることが確認でき
る。

緊張管
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時
主桁の仮置き方法が適切であること
が確認できる。

コンクリートの養生が設計図書
の仕様を満足していることが確
認できる。

【暑中コンクリート】

主桁の仮置きを行う場合は、仮置きした主桁に過
大な応力が生じないように支持するとともに、横倒
れ防止処置を行っていることが確認できる。

コンクリートがある程度硬化したら露出面を養生用
マット、ぬらした布等でこれを覆うか、または散水、
湛水を行い、少なくとも下表に示す期間、常に湿潤
状態を保っていることが確認できる。

施工時
せき板が乾燥するおそれのある場合は、これに散
水し湿潤状態にしていることが確認できる。

桁製作工 

（養生） 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時

【寒中コンクリート】
打ち込まれたコンクリートは露出面が外気に長時
間さらされることのないように打設後直ちにシート
等で養生していることが確認できる。

施工時

【暑中コンクリ ト】
特に気温が高く湿度が低い場合は、直接日光・風
雨を防ぐために必要な処置を行っていることが確
認できる。
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの圧縮強度を管理し
て、必要な強度に達した後に型
枠及び支保工の取り外しをおこ
なっていることが確認できる。

脱型時

脱型時
コンクリートがその自重及び施工中に加わる荷重
を受けるのに必要な強度に達するまで、型枠・支
保を取外していないことが確認できる。

型枠・支保工の取り外し前に、構造物と同じ状態で
養生したコンクリート供試体の圧縮強度を確認し、

桁製作工 

（脱型） 

型枠および支保工の取外しに必要なコンクリートの圧縮強度の参考値 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

圧縮強度試験に使用したコン
クリート供試体が、当該現場
の供試体であることが確認で
きる。

プレキャストブロックの損傷対策
が適切であることが確認できる。

脱型時

プレキャストブロックの接合に用
いる接着剤の材質、品質管理は
適切であることが確認できる。

脱型時

施工前

施工時

ブロック取卸しについては、特にブロック接合面の
損傷に対して十分な保護をしていることが確認でき
る。

プレキャストブロックの接合に用いる接着剤の使用
にあたり材質がエポキシ樹脂系接着剤で強度、耐
久性及び水密性がブロック同等以上で、かつ、下
表に示す条件を満足するものを使用していること
が確認できる。

養生した ンクリ ト供試体の圧縮強度を確認し、
取り外しを行っていることが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、当
該現場で採取した供試体と同一品であることが確
認できる。

 

 

 

 

 

プレキャスト

セグメント 

主桁組立工 
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【コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象）】

チェックポイント 時期 備　　考

施工プロセス検査(実施状況)　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

施工フロー チェック項目

主任検査職員名 印　工事名： 　対象箇所：

品 質 検 査 員 名 印

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

プレキャストブロックの接合に用
いる接着剤の材質、品質管理は
適切であることが確認できる。

プレキャストブロックの接合施工
が適切であることが確認できる。

施工時

施工時

エポキシ樹脂系接着剤を使用する場合は、室内で
密封し、製造後６ヵ月以上経過したものは使用して
いないことが確認できる。

施工時
プレキャストブロックの接合面のレイタンス、ごみ、
油などを取り除いていることが確認できる。

プレキャストブロックを接合する場合に、ブロックの

接着剤の試験方法としては JSCE－H101－2001
プレキャストコンクリート用エポキシ樹脂系接着剤
（橋げた用）品質規格（案）（土木学会コンクリート
標準示方書・規準編）により行っていることが確認
できる。

プレキャストブロックの接合にあたって、設計図書
に示す品質が得られるように施工していることが確
認できる。

施工時

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレキャスト

セグメント 

主桁組立工 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ＰＣグラウトの注入時期が適切であ
ることが確認できる。

施工時

施工時

橋梁上部工の支間の支保工をゆるめた後で、施工
を行っていることが確認できる。

鋼橋上部工チェックシートにおける『鋼橋架設』の
プロセス確認の結果に問題ないことが確認でき
る。

鋼橋上部工チェックシートにおける『床版工』のプロ
セス確認の結果に問題ないことが確認できる。

接着剤の硬化を確認した後にグラウトを行っている
ことが確認できる。

キャ ックを接合する場合 、 ック
位置、形状及びダクトが一致するようにブロックを
設置しており、プレストレッシング中に、くい違いや
ねじれが生じないようにしていることが確認でき
る。

施工時

橋梁用高欄工の施工は適切で
あることが確認できる。

施工時

架設方法は適切であることが確認で
きる。

施工時

コンクリート床版の施工方法は適切
であることが確認できる。

橋梁付属物

工 

架設工 

横組工 

床版工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工計画・施工方法は適切であること
が確認できる。

ズリの処分計画は適切であることが確
認できる。

施工フロー チェックポイント 備　　　考

施工計画書と現場条件に相違がないことが確認
できる。

測点をトンネルの掘削進行に伴って工事中に移動
しないように坑内に測点を設置しており、また、掘
削進行に伴い坑外の基準点から検測を行ってい
ることが確認できる。

チェック項目

工事着手前に測量を行い、両坑口間の基準点と
の相互関係を確認の上、坑口付近に中心線及び
施工面の基準となる基準点を設置していることが
確認できる。

トンネル掘削によって生じたずりを、設計図書また
は監督職員の指示に従い処理していることが確認
できる。

品 質 検 査 員 名 印

基準点の設置および掘削進行に伴う
測点の設置は適切であることが確認
できる。

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

準備工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

所要の内空断面が確保されていること
が確認できる。

発破後の地山のゆるみを排除してい
ることが確認できる。

インバートの施工にあたり設計図書に示す掘削線
を越えて掘りすぎないように注意して施工されてい
ることが確認できる。(掘りすぎた場合には、イン
バートと同質のコンクリートで充てんしている）

設計図書に示された設計断面が確保されるまでト
ンネル掘削を行っていることが確認できる。

計測管理を日々行っており、その
結果に基づいた施工を行っている
ことが確認できる。

設計図書による坑内観察調査等を行っており、計
測は技術的知識、経験を有する現場責任者により
行われていることが確認できる。

インバートの掘削形状が適切であるこ
とが確認できる。

爆破を行った後のトンネル掘削面のゆるんだ部分
や浮石を除去して施工していることが確認できる。
（コソク状況）

準備工 

掘 削 

孔内観察・  

計測管理 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

地山条件に応じて計測Ｂが必要と判断され
た場合は、設計図書に関して監督職員と協
議し、計測が技術的知識、経験を有する現
場責任者により行われていることが確認でき
る。

計測管理を日々行っており、その
結果に基づいた施工を行っている
ことが確認できる。

計測記録を整備保管し、監督職員の請求があった
場合は、遅滞なく提示するとともに検査時までに監
督職員に提出していることが確認できる。

「ﾄﾝﾈﾙ(NATM)計測要領（案）」に定められて
いる計測Ａを実施しており、その結果を管理
し施工に反映していることが確認できる。

施工中の地質、湧水、その他の自然現象、
支保工覆工の変状の有無を観察するととも
に、その記録を整備していることが確認でき
る。

孔内観察・  

計測管理 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

岩区分の境界を確認できる資料を整備、保
管していることが確認できる。(監督職員の請
求があった場合は遅滞なく提示するととも
に、検査時に提出)

る。

施工完了時にひび割れ発生状況の調査を
実施し、展開図（ひび割れ幅0.2mm以上）を
作成し、写真と合わせて調査結果を提出して
いることが確認できる。

設計図書に示された岩の分類の境界が現地
の状況と一致しない場合は、監督職員に通
知していることが確認できる。

設計図書における岩区分（支保パターン含
む）の境界を確認し、監督職員の確認を受け
ていることが確認できる。

設計図書に定められた岩区分（支
保工パターン含む）の境界を確認
して施工を行っていることが確認
できる。

坑内観察調査などについて、設計
図書の仕様を満足していることが
確認できる。
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □施工に先立ち、吹付コンクリートの配合試験を行
い、その資料により、監督職員の承諾を得ている
ことが確認できる。

吹付コンクリートの配合は、設計図書の仕様
を満足することが確認できる。

鉄筋の品質が、証明書類で確認
できる。

鋼製支保 に使用する鋼材 種類を 材

吹付コンクリートの配合及びロック
ボルトの種別、規格が、設計図書
の仕様を満足していることが確認
できる。

ロックボルトの種別、規格は、設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。（ロック
ボルトの材質及び規格等について品質証明
書等により確認できる。）

加工工場または現場納入時の鉄筋や鋼材につい
て、その外観及び品質規格証明書（ﾐﾙｼｰﾄ）等を
照合して確認した資料を事前に監督職員に提出し
ていることが確認できる。

支保工 

材料受入 受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

受入時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
防水工に使用する透水性緩衝材は、設計図書の
規格を満足していることが確認できる。

防水工に使用する防水シートは、設計図書の規格
を満足していることが確認できる。

鋼製支保工に使用する鋼材の種類を、ＳＳ400材
相当品以上のものとしており、鋼材の材質は、JIS
G 3101（一般構造用圧延鋼材）または、JIS G
3106（溶接構造用圧延鋼材）の規格のものを使用
していることが確認できる。

防水材の規格が適切であることが確
認できる。

金網工に使用する材料は、JIS G 3551（溶接
金網）で150mm×150mm×径５mmの規格を
満足していることが確認できる。

支保工鋼材の規格は設計図書の
仕様を満足していることが確認で
きる。

材料受入 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

支保工の設置状況が適切であること
が確認できる。

鋼製支保工を地山または吹付けコンクリートに密
着させ巻厚が確保できるように建て込んでいるこ
とが確認できる。

鋼製支保工の転倒を防止のため、設計図書に示
されたつなぎ材を設け締付けていることが確認で
きる。

設計図書に基づいた支保パターンで施工している
ことが確認できる。（地山条件により、これにより難
い場合は、設計図書に関して監督職員と協議した
結果に基づき施工している。）

鋼製支保工の建て込み方法は適切で
あることが確認できる。

鋼製支保工を余吹吹付けコンクリート施工後すみ
やかに所定の位置に建て込み、一体化させ、地山
を安定させていることが確認できる。

支保工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

ロックボルトの定着長が設計図書の仕
様を満足していることが確認できる。

ロックボルトの施工を、地山条件や穿孔の状態、
湧水状況により、設計図書に示す定着長が得られ
ない場合には、定着材料や定着方式等について
監督職員と協議していることが確認できる。

金網の設置において、金網の継目は15cm（一目以上）
以上重ね合わせていることが確認できる。

金網を設置する場合は、吹付けコンクリート第１層の施
工後に、吹付けコンクリートに定着するように配置し、吹
付け作業によって移動、振動等が起こらないよう固定し
ていることが確認できる。

吹付けコンクリート完了後、すみやかに掘進サイク
ル毎に削孔し、ボルト挿入前にくり粉が残らないよ
うに清掃しロックボルトを挿入していることが確認
できる。

設計図書に示す定着長が得られるように、ロック
ボルトを施工していることが確認できる。(設計図
書における岩区分・支保パターンを満足している)

金網の継ぎ目を１５ｃｍ以上重ね合わ
せて施工していることが確認できる。

ロックボルトの設置時期、設置方法が
適切であることが確認できる。

金網設置 

 

 

 

 

 

 

ロックボルト  
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前

地山との定着方法は適切であるこ
とが確認できる。

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レ

打設計画書を作成し、打設時の気温・コンクリート
温度管理計画、投入高さ、気温に適した打ち込
み・打ち重ね時間、型枠・支保工の取り外し時期
が明記されていることが確認できる。

ロックボルト定着方式は、全面接着方式とし、定着
材は、ドライモルタルとしていることが確認できる。
(地山の岩質・地質・窄孔の状態等からこれにより
難い場合は、定着方式・定着材について監督職員
と設計図書に関して協議)

ロックボルトの使用前に、有害な錆、油その他の
異物が残らないように清掃してから使用しているこ
とが確認できる。

ロックボルトの定着後、ベアリングプレートが掘削
面や吹付けコンクリート面に密着するようにナット
で緊結していることが確認できる。

 

 

 

 

 

ロックボルト     

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの配合試験及び試験
練りを行っており、コンクリートの
品質（強度、Ｗ／Ｃ、最大骨材粒
径、塩化物総量、単位水量、アル
カリ骨材反応抑制対策等）が確認

できる。
（吹付コンクリート）
（覆工コンクリート）

（インバートコンクリート）

ＪＩＳマーク表示認証工場で製造されJIS A 5308（レ
ディーミクストコンクリート）により粗骨材の最大寸
法、空気量、スランプ、水セメント比および呼び強
度等が指定されるレディーミクストコンクリートは配
合に臨場し、製造会社の材料試験成績表、配合
表を保管していることが確認できる。

施工前

打設前

水セメント比（W/C）が、鉄筋コンクリート５５％以
下、無筋コンクリート６０％以下、コンクリート中の
塩化物量（ＣＬ－）が、許容塩化物量0．30ｋｇ/m3
以下となっていることが確認できる。

打設前

打設前

試験練りを行う場合、配合試験を行い、スランプ、
空気量、塩化物のイオン量、圧縮強度、配合（単
位水量及び水セメント比）等の所要の仕様を満足
する示方配合表により監督職員の承諾を得ている
ことが確認できる。

すでに使用実績のあるコンクリートを使用する場
合は、品質管理データが確認できる他の公共工事
の示方配合表を監督職員に提出し、承諾を得てい
ることが確認できる。

コンクリート 

（吹付） 

（覆工） 

（インバート） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

コンクリートの品質を確かめるための検査をJIS A
5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）により実施しているか。
生産者等に検査のための試験を代行させる場合
はその試験に臨場していることが確認できる。

ｺﾝｸﾘｰﾄの受入れ検査は以下の項目について行わ
れ、規格値を満足していることが確認できる。

受入時

コンクリート受入時に必要な試コンクリート 

（吹付） 

（覆工）

受 要
験を実施しており、温度、スラ
ンプ、空気量等の測定結果が
確認できる。

※コンクリートの圧縮強度試験については、試験基準・適用に定められた頻度に応じた供試体採取を行っているかを確認する。 

（吹付） 

（覆工） 

（インバート） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施 時
吹付けコンクリートを浮石等を取り除いた後に、吹

コンクリート受入時に必要な試
験を実施しており、温度、スラ
ンプ、空気量等の測定結果が
確認できる。

施工時

再調査の平均強度が所定の強度が得られない場
合、もしくは１カ所の強度が設計強度の85％を下
回った場合に、JIS A1107 により、現位置のコアを
採取し、圧縮強度試験を実施していることが確認
できる。

施工時

テストハンマーによる強度推定調査を実施する場
合は、事前に段階確認に係わる報告を所定の様
式により監督職員に提出していることが確認でき
る。

施工時

硬化コンクリートのテストハンマー強度の試験方法
(JSCE-G504)による強度測定調査を、目地間を１
構造物の単位（100mを超えるトンネルは、100mを
超えた箇所以降は、30m程度毎に１箇所を調査単
位）として実施していることが確認できる。

施工時

テストハンマーによる強度推定調査の結果、所定
の強度が得られない場合については、その箇所の
周辺において、再調査を５カ所実施していることが
確認できる。コンクリート 

（吹付） 

（覆工） 

（インバート） 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

吹付けコンクリートの仕上がり面が平滑になるように行っ
ていることが確認できる。

吹付けコンクリートを打継ぎする
場合は、吹付完了面を清掃したう
え、湿潤状態で施工していること
が確認できる。

鋼製支保工がある場合には、吹付けコンクリートと鋼製
支保工とが一体になるように吹付けており、また、鋼製
支保工の背面に空隙が残らないように吹付けていること
が確認できる。

吹付けコンクリ トを浮石等を取り除いた後に、吹
付けコンクリートと地山が密着するようにすみやか
に一層の厚さが15cm以下で施工していることが確
認できる。(ただし、坑口部及び地山分類に応じた
標準的な組合わせの支保構造の場合。)

吹付けコンクリートの施工については、はね返りをできる
だけ少なくするために、吹付けノズルを吹付け面に直角
に保ち、ノズルと吹付け面との距離及び衝突速度が適正
になるように、かつ、材料の閉塞を生じないよう行われて
いることが確認できる。

吹付けコンクリートを打継ぎする場合は、吹付完了
面を清掃したうえ、湿潤状態で施工していることが
確認できる。

吹付コンクリートの施工にあたっ
て、浮き石等を除いた後に、吹付
けコンクリートの一層の厚さが１５
ｃｍ以下で地山と密着するよう施
工していることが確認できる。
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設時

【寒中コンクリート】

日平均気温が４℃以下になることが予想
されるときは、寒中コンクリートとしての
施工を行っており、打込み時のコンク
リートの温度を 構造物の断面最小寸

シュート、ポンプ配管、バケット、ホッパー、セントル
の開口部等の吐出口と打込み面までの高さは1.5
ｍ以下となっていることが確認できる。

【暑中コンクリート】
日平均気温が25℃を超えることが予想されるとき
は、暑中コンクリートとしての施工を行っており、打
ち込み時のコンクリート温度は３５℃以下であるこ
とが確認できる。

打設時

打設前

打設前

コンクリートが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみに

施工条件や気象条件に適した運
搬時間、打設方法及び締固め方
法が、定められた条件を満足して
いることが確認できる。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温
が２５℃を超える場合で１．５時間以内、２５℃以下
の場合で２時間以内となっていることが確認でき
る。

コンクリート 

（吹付） 

（覆工） 

（インバート） 

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

打設時

現場加工においては、鉄筋を常温で加工している
ことが確認できる。（やむを得ず熱して加工する場
合は、現地試験施工を行い、悪影響を及ぼさない
ことを確認したうえで施工している。）

施工時

圧縮強度試験に使用したコンク
リート供試体が、当該現場の供試
体であることが確認できる。

鉄筋組立前及び組立後の清掃状
況が適切に行われていることが確
認できる。

鉄筋の貯蔵方法が適切であること
が確認できる。

鉄筋の加工方法が適切であること
が確認できる。

コンクリ トが鉄筋の周囲及び型枠のすみずみに
行き渡るように打設し、バイブレータ間隔５０ｃｍ以
下、１箇所あたりの振動時間５～１５秒程度で速や
かにコンクリートを締め固めていることが確認でき
る。

屋外に貯蔵する場合は、枕木・盤木等を適切に配
置し鉄筋を直接地表に置くことを避け、雨水等の
侵入を防ぐためシート等で適切な覆いをしているこ
とが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体
が、当該現場で採取した供試体と同一品で
あることが確認できる。

脱型時

施工時

鉄筋組立て前及び組み立て後コンクリートを打ち
込む前にこれを清掃し、表面に浮き錆、どろ、油、
ペンキ等有害な物質が付着していないか、コンク
リート打設前に鉄筋の位置のずれが無いことが確
認できる。

施工時

 

 

 

 

 

鉄筋・型枠 

（覆工） 

（インバート） 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

/ □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施 時

使用する型枠材は適切であること
が確認できる。

型枠は、メタルフォームまたはスキンプレートを使
用した鋼製移動式のものを使用していることが確
認できる。

覆工コンクリートを補強するための鉄筋の施工
は、防水工を破損しないように取り付けるととも
に、所定のかぶりを確保し、自重や打ち込まれた
コンクリートの圧力により変形しないよう堅固に固
定していることが確認できる。

鉄筋の固定方法が適切であること
が確認できる。

施工時

図面に定めた位置に鉄筋を配置し、交点の要所を
直径 0.8mm以上のなまし鉄線またはクリップで緊
結し、コンクリート打設中に動かないよう堅固に組
み立てていることが確認できる。

型枠の脱型時期は適切であること
が確認できる。

覆工コンクリートの鉄筋は堅固に
組み立てられており、防水シート
を損傷させていないことが確認で
きる。

打込んだコンクリートが必要な強度に達するまで
型枠を設置していることが確認できる。

 

 

 

 

 

鉄筋・型枠 

（覆工） 

（インバート） 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □防水工に防水シートを使用する場合の固定は、ピン等に
より固定させているか、また、シートの接合面は漏水の
ないように接合させていることが確認できる。

インバート部を掘削した後、すみやかにインバート
コンクリートを打込んでいることが確認できる。

インバートの埋め戻し方法は適切
であることが確認できる。

防水工に防水シートを使用する場
合は、ロックボルト等の突起物に
モルタルや保護マット等で防護対
策を行っていることが確認できる。

インバートコンクリートの打設方法
は適切であることが確認できる。

インバート盛土の締固め度を施工管理基準に基
づき管理していることが確認できる。

インバートコンクリートの縦方向打継目を設ける場
合は、中央部に１ヵ所としていることが確認でき
る。

防水工に止水シートを使用する場合には、止水シートが
破れないように、ロックボルト等の突起物にモルタルや
保護マット等で防護対策を行っていることが確認できる。

 

 

 

インバート工  

防水工 

覆 工 
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施工プロセス検査（実施状況）　チェックシート　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

　

【トンネル工事（NATM）】

時期施工フロー チェックポイント 備　　　考チェック項目

品 質 検 査 員 名 印

工事名： 対象箇所： 印主任検査職員名

上段：日付・チェック欄　　　下段：コメント

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工前 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

覆工の施工時期について、地山、支保工の挙動
等を考慮し、決定していることが確認できる。(覆工
開始の判定要領を施工計画書に記載するとともに
判定資料を整備保管している)

覆工厚の変化箇所には設計覆工厚を刻示してい
ることが確認できる。(取付位置は起点より終点に
向かって左側)。

覆工厚が同一の場合
は、起点及び終点に
刻示しなければならな
い。

覆工のコンクリートの打設時期を計測（Ａ）の結果
に基づき、設計図書に関して監督職員と協議しつ
つ設定していることが確認できる。

覆工の施工時期は適切であることが
確認できる。

覆工厚の刻示は必要な箇所に設けら
れていることが確認できる。

裏込注入の施工時期は適切であるこ
とが確認できる。

裏込注入工は覆工コンクリート打設後、早期に実
施していることが確認できる。

 

 

 

 

 

防水工 

覆 工 

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □

施工時 / □ / □ / □ / □ / □ / □ / □
注入孔は硬練りモルタルにより充填し、丁寧に仕
上げていることが確認できる。

トンネル横断面の断面部には、下部から上部へ作
業を進めており、上部の注入孔は栓を開けて空気
を排出していることが確認できる。

裏込注入の施工方法は適切であるこ
とが確認できる。

注入材、注入時期、注入圧力、注入の終了時期は
設計図書のとおりであり、監督員の承諾を得てい
ることが確認できる。

裏込め注入の施工にあたり、埋設注入管のうち一
般に縦断勾配の低い側より、逐次高い方へ片押し
で作業していることが確認できる。

裏込注入工 

実施する場合 
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